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    午前10時00分   開議   

○議長（中平浩志君）  ただいまから本日の会議を開

きます。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 一般質問   

○議長（中平浩志君）  日程第１、一般質問を行いま

す。 

 順次質問を許します。市民共同代表、畑中勇吉君。 

    〔市民共同代表畑中勇吉君登壇〕 

○12番（畑中勇吉君）  おはようございます。市民共

同の畑中勇吉でございます。第11回久慈市議会定例会

議に当たり、会派を代表して、市政を取り巻く諸課題

について、市長並びに教育長に質問をいたします。 

 第１の質問は、テレビ難視聴解消対策について、２

点質問します。 

 質問の１点目は、市内61カ所の共聴施設の設備更新

について支援策をお示しください。 

 質問の２点目は、国・県に対して、テレビ難視聴対

策事業の復活を働きかけるべきと思うが、考えについ

てお尋ねいたします。 

 第２の質問は、台風第10号災害復旧について、４点

質問します。 

 質問の１点目は、久慈川で流木が滞留した橋脚の改

良及び流木捕捉工について要望する考えはないかお尋

ねいたします。 

 質問の２点目は、災害等により国道281号が通行不

能となった場合の代替路線を想定した、災害に強い道

路整備の進め方についてお尋ねいたします。 

 質問の３点目は、環境保全と地すべり対策として斜

面に笹竹を植栽する方法があるが、今後の取り組み方

についてお尋ねいたします。 

 質問の４点目は、生活橋の復旧に対する市の考えに

ついてお尋ねいたします。 

 第３の質問は、東日本大震災時に整備した漁船等の

取り扱いについて、東日本大震災によるグループ補助
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金や寄附によって整備された漁船・倉庫などの数はど

れぐらいあったのか、また払い下げ等による使用者及

び団体の税負担等の有無についてお尋ねいたします。 

 第４の質問は、災害時のドローンの活用について、

ドローンを活用しての防災対策や操縦技師の養成につ

いてお尋ねいたします。 

 第５の質問は、災害時の給油所確保策について、２

点質問します。 

 質問の１点目は、市内給油所において、自家発電機

等を備え、大規模停電時にも営業可能な店舗があるか

お示しください。 

 質問の２点目は、被災者が災害時に給油できるよう、

国では全国8,000カ所の給油所を選定し、自家発電機

を整備するようであるが、災害時の避難所など拠点施

設の確保のためにも、地域の小規模な給油所への整備

についても対象とするよう要望すべきと思うが、考え

をお尋ねいたします。 

 第６の質問は、久慈警察署の移転について、久慈警

察署の移転計画があると仄聞するが、移転理由、移転

後の現警察署の用地建物の利活用についてどのように

捉えているのかお示しください。 

 第７の質問は、周産期医療について、２点質問しま

す。 

 質問の１点目は、現在策定中の岩手県周産期医療体

制整備計画にどのような要望をしているのかお尋ねい

たします。 

 質問の２点目は、産科医師の確保に向けた取り組み

状況について、お尋ねいたします。 

 第８の質問は、食肉産業について、２点質問します。 

 質問の１点目は、当市内の豚、鶏、食肉処理場の建

設、改修計画、建設進捗状況と規模拡大に伴う雇用確

保の見通しについてお示しください。 

 質問の２点目は、食肉産業の副産物である鶏の頭等

を生餌としてワニの養殖を行い、革・肉生産やワニ観

光を推奨すべきと思うが、考えをお尋ねいたします。 

 第９の質問は、新たな朝市などの企画について、八

戸舘花岸壁朝市のような広いスペースに駐車場を確保

し、多くの出店ができるような場所での久慈朝市や夜

市を企画すべきと思うが、今後の取り組みについてお

尋ねいたします。 

 第10の質問は、八戸久慈自動車道について、工事区

間で発生した宇津目坂付近の地すべりの状況をどのよ

うに捉えているのか、また地すべりによる久慈北工区

の部分開通への影響について、お尋ねいたします。 

 第11の質問は、教育行政、学区の再編成について、

学校が地域コミュニティに果たす役割や、学級の適正

規模児童生徒数、生徒数が少ないため希望するクラブ

活動ができない問題など、ＰＴＡや学区民から寄せら

れている要望・意見はどのような内容か。また要望・

意見に対する市の見解と、学区再編へどのように反映

させるのか、お尋ねします。 

 第12の質問は、山形小学校の改築について、２点質

問します。 

 質問の１点目は、改築に係る検討の進捗状況をお示

しください。 

 質問の２点目は、東日本大震災により優先度の順位

が変更されたのはやむを得ないが、久慈湊小学校の建

設計画も前進せず、教育行政全体が停滞している印象

を受けるが、もっと積極的な対応を心がけるべきと思

うが、ご所見をお伺いいたします。 

 後に、この３月で退職されます職員の皆さんには、

３・11大震災から災害が相次ぐ中、復旧復興に大変な

ご尽力をただき、敬意と感謝を申し上げます。今後と

もご自愛の上、引き続き市政発展のため、ご支援ご指

導を賜りますようお願いを申し上げまして、登壇して

の質問を終わります。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  市民共同代表、畑中勇吉議員

のご質問にお答えをいたします。 

 初に、テレビ難視聴解消対策についてお答えをい

たします。 

 共聴施設の設備更新についての支援策と国・県への

働きかけについてでありますが、市内61施設のうち、

新設後20年を経過する施設で今後10年以内に改修が必

要となる施設は22施設と見込んでいるところであり、

その改修費用は、約６億円弱が必要と試算しておりま

す。ただし、この改修に係る国・県等の助成制度は現

在のところ見当たらないところであり、各共聴施設組

合において負担せざるを得ない現状であります。 

 今後、各共聴施設の運営につきましては、人口減少

や高齢化などにより、より厳しさを増していくことが

予想されることから、今年度の県に対する重点事項要

望に盛り込んだところであり、引き続き、国・県に対
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する助成制度を要望するとともに、他自治体の事例や

技術的な手法などを研究しながら支援策を検討してま

いります。 

 次に、台風第10号災害の復旧についてお答えをいた

します。 

 まず、久慈川で流木が滞留した橋脚の改良について

でありますが、橋脚の改良は橋梁の管理者が行うもの

でありますので、ＪＲ八戸線の橋脚については、管理

者である東日本旅客鉄道株式会社に要望していく考え

でありますが、市道であります上の橋ほかの橋脚につ

きましては、財政事情等を勘案しながら、改良整備に

ついて研究してまいります。 

 流木に対する当面の対応につきましては、河川管理

者である県北広域振興局から、久慈川では河川区域内

の流木撤去、立木の伐採、河道掘削により流木被害を

抑える考えであると伺っておりますが、岩泉町で計画

している流木捕捉工の久慈川への設置に関する要望に

ついても検討してまいります。 

 次に、災害等により国道281号が通行不能となった

場合の代替路線の整備についてでありますが、昨年の

台風第10号において、国道281号は、のり面崩壊や道

路流出により長期間通行どめとなり、県道など迂回を

余儀なくされ、市民生活に大きな影響が出たところで

あります。 

 市といたしましては、これまでも道路管理者であり

ます岩手県に対して、道路の防災対策の充実や抜本的

改良整備について要望してきたところでありますが、

それに加え、代替路線など災害に強い道路整備につき

ましても強く要望してまいります。 

 次に、環境保全と地すべり対策として、斜面の安定

に笹竹を利用することについてでありますが、道路工

事などののり面保護は、地形、地質、地下水の状況な

どを勘案して工法を選択しているところであります。

ご提案のありました笹竹を植栽する方法につきまして

は、今後、公共工事での施工実績や維持管理など多面

的に検討してまいります。 

 次に、生活橋の復旧に対する市の考え方についてで

ありますが、台風第10号災害によって流出または損壊

した宅地等に出入りするための個人所有の生活橋等は、

およそ20カ所と捉えており、復旧には大きな負担を伴

うものと推察しております。生活橋は市民の生活再建

に欠かすことのできない生活道路の一部であり、当市、

宮古市、岩泉町で組織する平成28年台風第10号豪雨災

害復旧復興期成同盟会等により、国県への復旧の財源

措置について要望を行っているところであります。 

 次に、東日本大震災時に整備した漁船等の取り扱い

についてお答えをいたします。 

 漁船につきましては、共同利用漁船復旧支援事業に

より214隻、函館義援船の一部79隻が、それぞれ整備

され、合計で293隻となっており、このうち久慈市漁

業協同組合が整備した214隻は、漁業者に対して貸与

中であると同組合から伺っているところであります。

倉庫等につきましては、水産業経営基盤復旧事業等の

整備により７棟、中小機構仮設施設整備事業により23

棟の、合計で30棟となっております。 

 なお、グループ補助金につきましては、申請窓口が

岩手県となっており、整備内容は市に通知されており

ませんので、ご了承願います。 

 また、整備後、５年を経過した仮設施設につきまし

ては、利用者への譲渡が可能となりますことから、市

におきましては、現在の利用者に対して無償で譲渡す

る考えでありますが、固定資産税等の税負担は、譲渡

を受けた各事業者に生じるものであります。 

 次に、災害時のドローンの活用についてお答えいた

します。 

 ドローンは、操作が比較的簡易であり、ホバリング

等が可能なため、上空からの撮影が容易に行えること

から、災害の状況や山林火災での調査等に有効である

と捉えており、今後、その活用策について検討を進め

てまいります。 

 次に、災害時の給油所確保策についてお答えいたし

ます。 

 まず、市内給油所における自家発電機の設置状況で

ありますが、６給油所が設置している状況であります。 

 また、地域の小規模な給油所への自家発電機の整備

についてでありますが、当事業は資源エネルギー庁が

住民拠点サービスステーション整備補助事業として進

めているものであり、申請要件には給油所の規模の規

定はないと岩手県石油商業協同組合から伺っていると

ころであります。 

 次に、久慈警察署の移転についてお答えいたします。 

 久慈警察署は、昭和48年に建設され、施設の老朽化

が進むとともに、平成７年の県北運転免許センターの

設置により、用地が手狭となっているものと捉えてお
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ります。こうした状況を踏まえて、岩手県では移転を

検討しているようでありますが、現時点では具体的な

内容は承知していないところでありますのでご了承願

います。 

 なお、今後、岩手県において移転計画が定まり次第、

具体的に説明をいただけるものと考えております。 

 次に、周産期医療についてお答えをいたします。 

 まず、岩手県周産期医療体制整備計画策定に向けた

要望についてでありますが、県に対しては、重点事項

要望として、ハイリスク分娩についても県立久慈病院

で対応できるよう、周産期母子医療体制の充実強化の

対策を講じることとの要望を行っております。 

 また、当該計画の策定協議会には、久慈地区の現状

を十分に承知しておられる久慈病院の産婦人科長と久

慈保健所長のお二方がメンバーとして参加されており、

久慈地区の現状も踏まえた意見等を強くご提言いただ

けるものと考えております。 

 次に、産科医師確保に向けた取り組み状況について

でありますが、これまで、当市出身の産科医との面談

や、管内首長が協働しての県や岩手医科大学に対する

要望活動などを実施してきたところであり、今後は、

当市出身の医大生との面談も行い、将来の産科医への

意向などを確認する予定であります。 

 また、久慈保健所では、中学生を対象に、久慈病院

の臨床研修医の体験談などを語り聞かせ、将来医師を

志す人材を発掘するという事業を行っており、今年度、

市内では５つの中学校で実施されましたが、長期的視

点に立った取り組みであり、市としても引き続き協力

してまいります。 

 次に、食肉産業についてお答えをいたします。 

 まず、豚の食肉処理場の改修計画についてでありま

すが、一般社団法人久慈広域食肉処理場は、昭和61年

の操業開始以来、30年が経過しており、施設の老朽化

が進んでいることから、衛生環境の改善等を図るため、

平成29年度から３カ年で保守改修工事の実施を計画し

ていると、同法人から伺っているところであります。 

 また、鶏の処理工場の増設及び雇用につきましては、

現在、株式会社十文字チキンカンパニー久慈工場の大

規模な増設工事が行われており、本年10月の新工場稼

働に向けて、順調に進捗していると同社から伺ってい

るところであります。 

 本格稼働後は、１日当たりの処理羽数が現状の６万

5,000羽から９万羽となり、国内 大規模の処理工場

となる見通しであります。あわせて、増設に伴い、86

名の新規雇用が計画されておりましたが、現時点で計

画人数を上回る91名の雇用を確保したと同社から伺っ

ているところであります。 

 次に、食肉産業の副産物の活用によるワニ養殖のご

提言についてでありますが、これまでワニを産業動物

として捉えた経過はなく、検討に視野に入っていなか

ったところであります。東南アジアでは、一大産業化

されている事例もあるとのことでありますが、国内的

には数例しかなく、現時点で当市の畜産業や観光等の

分野での産業化の考えは持ち合わせていないところで

ありますのでご了承願います。 

 次に、新たな朝市などの企画についてお答えいたし

ます。 

 当市では、約360年の歴史を持つとされている中心

市街地での市日や、二子朝市、くるま市、平庭市など

が民間主体で定期開催されているところであります。 

 また、市日と連動して開催する、北三陸くじ冬の市

や、久慈商工会議所が主催するまちなかありがとう市

等が折々に開催されており、市民の方々はもとより、

多くの観光客の皆様に親しまれ、久慈の風物詩として

定着しているものと認識しております。 

 市といたしましては、今後も民間との連携を図り、

さまざまな角度から検証を加えながら、さらなる魅力

の向上に努めてまいります。 

 後に、八戸久慈自動車道についてお答えをいたし

ます。 

 宇津目坂付近の地すべりの状況と供用開始時期への

影響についてでありますが、三陸沿岸道路の事業者で

あります三陸国道事務所から、現在、地質調査に基づ

き、地すべりの解析作業中であり、今後、有識者を含

めた対策検討委員会で対策方針を決定する予定であり、

対策方針が明確になった後、速やかに対策工事に着手

するとともに、供用時期についても再検討を進める予

定であると伺っております。 

 市といたしましては、久慈北道路の開通予定におく

れが生じないよう、国・県に対して、引き続き強く要

望してまいります。 

 以上で、市民共同代表、畑中勇吉議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 
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    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  市民共同代表、畑中勇吉議

員のご質問にお答えをいたします。 

 初に、学区の再編成についてお答えをいたします。 

 昨日の政和会代表、佐々木議員にお答えいたしまし

たとおり、保護者や地域住民からは、小規模校のメリ

ット、デメリットに関する意見や、学校が地域コミュ

ニティに果たす役割などについて、多くの意見要望を

いただいているところであります。 

 教育委員会といたしましては、いただいた意見や課

題等を精査するとともに、保護者、地域住民との意見

交換を重ねた上で、子供たちにとって何が一番大切か

を第一に考え、平成29年度内の小中学校の適正配置に

係る計画の策定に向けて取り組んでまいります。 

 次に、山形小学校の改築についてお答えをいたしま

す。 

 まず、改築に係る検討の進捗状況についてでありま

すが、策定を進めている小中学校の適正配置の方針を

踏まえながら、優先度、財政状況等を勘案し、検討し

てまいります。 

 次に、教育行政全体についてでありますが、市総合

計画に基づき、限られた財源、人的体制の中、各施策

を積極的に推進しているところであり、学校をはじめ

施設の整備につきましては、財源の確保に努めながら

取り組んでまいります。 

 以上で、市民共同代表、畑中勇吉議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を許します。

12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  再質問に当たり、議場内スク

リーンを使用させていただきますよう議長のお取り計

らいをお願いいたします。 

○議長（中平浩志君）  スクリーン等準備のため少々

お待ち下さい。12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  それでは、再質問させていた

だきますが、質問項目の２番、台風10号災害の関係で

お尋ねをさせていただきたいと思います。 

 今回の久慈川の橋脚、大変被害を誘発したといいま

すか、影響が大きかったのが、上の橋の橋脚と、それ

からＪＲ鉄橋だったというふうに思っています。それ

で、上の橋の橋脚の抜本的な改良をする場合に、総工

事費がどれぐらいかかって、市の手出し負担がどれぐ

らいになるのか。それからＪＲ鉄橋、これはＪＲの鉄

橋なわけですが、これ、もし抜本的な改良をする場合、

どれぐらいかかるのか。またこの影響で甚大な市街地

が影響を受けたわけでありますが、全くＪＲの負担で

の工事費になるか。また国なり上のほうからの支援、

あるいは市等の支援もなされるというふうなことがあ

るのかどうか、その辺をお尋ねしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  台風10号の災害にかかわ

って、上の橋とＪＲ八戸線の鉄橋の架け替えにかかわ

るご質問でございます。 

 まず、上の橋の橋梁の改良を行うということでの経

費ということでございますけれども、イコール橋梁の

改修、架け替えということになります。現在、12径間

ということで、橋脚が11基ございます。これを架け替

える場合、きのうのご質問にもありましたけども、河

川管理者のほうの許可を、新しい基準でいただくとい

うことになると、３径間ぐらいですか、橋脚が２つぐ

らいの橋が想定されます。 

 工事費ですけども、詳細な部分はちょっと検討をま

だしていないところでありますけども、ちなみに川崎

大橋、川崎町から田屋のほうに抜ける道路橋があるわ

けですが、それの工事費が大体11億円ぐらいかかって

おります。恐らく上の橋についても、橋梁部分でもそ

のぐらいの経費はかかるものと思っております。した

がいまして、ＪＲも工事費、橋の部分については、同

等ぐらいの工事費がかかるだろうと想定されます。 

 それで、ただいまの金額は橋梁部分のみでございま

して、例えば、上の橋を例にとって言いますと、12径

間の橋を３径間にするということは、桁、それに橋脚、

橋台に係る桁の高さがどうしても構造上、高く大きく

なります。結局、その路面が上がって、前後の取りつ

けの今度は問題が出てきます。 

 例えば、上の橋の場合ですと、右岸側ですけども、

荒町交差点との距離、その上がった分の高さを、あの

距離で処理できるかどうかという、これは詳細な設計

してみないとわからないことではございますけれども、

かなり大変だろうなと想定されます。 

 そうしますと、例えば281号線を上げるとか、ある

いは距離を稼ぐために281号をシフトするとかという、

そういったことが必要になってくるのではないかなと。

その辺にも当然、必要な経費があるわけで、その分は
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ちょっと今加算しない部分になってございます。 

 あとまたＪＲも同じようなことが言えまして、さら

にＪＲの場合は、鉄道の勾配というのが非常に道路の

勾配とは違って、非常に緩やかな、道路の場合はアス

ファルトとタイヤとの摩擦で走るわけですが、鉄道の

場合は、鉄と鉄の摩擦ということで、極端な勾配をつ

けられないという。あとは車両をつないで連結して走

行しているわけですので、そういったものに対しても、

やっぱり勾配がかなり緩くないといけないということ

で、ＪＲの久慈川の橋を上げるということは、イコー

ル当然、駅構内にも影響します。さらには三鉄の長内

川のほうの橋までも影響するだろうと想定されます。 

 あとは、北の側のほうを見ても、例えば新中の橋の

跨線橋がございますけども、あれにも影響するだろう

ということで、橋の部分だけでなくて、それ以上の経

費が伴ってくるのではないかなということは想定され

ます。 

 そのＪＲのほうの橋を架け替える場合の国の支援と

いうことでございますが、すいません、その辺までは

ちょっと把握し切れませんので、ご了承いただきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  その上の橋を、今回、災害等

を原因として、架け替えとかという場合は、11億プラ

スアルファということなんですが、国等からの支援と

いうのはどうなるんでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  上の橋のほうの市道のほ

うの財源でございますけども、基本的には、社会資本

整備総合交付金という事業を導入することに、今の時

点では想定されますが、国の補助が10分の６です。残

りについては市の負担という形になります。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  なかなかにして橋脚を抜本的

に改良するというのは至難の業だなと、すぐというの

は。ましてや、ＪＲのほうなんかは、これはまた大変

なことだというふうに思うんですが。そういたします

と、流木が当面上の橋、ＪＲに滞留しないような対策

が有効なのかなというふうに思います。 

 スクリーンのほうをちょっとお願いしたいと思いま

す。 

 そこで、上流に捕捉工を整備すればいいと思うんで

すが、これは捕捉工にはいろいろ種類がありまして、

Ｒ、Ｎ、ＨとかＩとかっていろいろあるんですが、こ

の捕捉工はＲ型の捕捉の型式の捕捉工なようでありま

す。 

 例えば、山口トンネルの付近に、頭首工という農業

用水の水を引くコンクリートの構造物がありますけれ

ども、このＲ型という捕捉工は、既存のコンクリート

の構造物に鉄鋼を埋めて、そしてつくる、その部分が

大変特徴的な捕捉工の型だというふうに言われており

ます。 

 例えば、山口トンネルのあの横断的なコンクリート

の構造物にこれを配すれば、予算も少なくできるとい

うふうな対策ができるというふうな気がしますけれど

も、そういうふうな部分について、設置について、調

査なり実施するよう要望すべきと思いますが、見解を

いただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  流木捕捉工ということで、

今回の災害に流木がかなり影響したということです。

それを排除するという方法の一つとしての手法なわけ

でございますけども、今のご提言の中でも、一つは久

慈川でございます。県管理の河川でございますので、

管理者との協議が必要になってくると思います。ある

いは、今ご提案のありました頭首工を、農業施設でご

ざいますが、こちらに設置するにしても、その施設の

管理者との協議が必要になってくると思います。 

 それで、例えばどういう協議を市が必要になってく

るかということでございますが、既存の施設の、この

施設は既設のものにも取りつけられる特徴があるとい

うことで、コンクリートに削孔して鉄のものをそこに

差し込んで、砂か何かで固定して、流木が引っかかっ

たらば一緒に取り外して掃除もできるし、例えば、鉄

が変形しても、また交換もできるという、そういった

特徴があるというふうに、私もにわかではございます

が、ちょっと勉強してみましたけども。 

 そういった構造物ではございますけれども、例えば、

普段は頭首工は、天板の上を水が越流してなっていく

わけですが、こういった構造物、こういったものをつ

けることによって、設置した思いどおりに、例えば流

木がそこで食いとめられたということになりますと、
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今度はそれが外力となって、モーメントってあれです

が、その構造物に当初想定しなかった加重がかかると

いうことになります。 

 さらには、例えば１メートル程度であれば、どれぐ

らい、今回想定するのは、かなりの水深に久慈川はな

ったということでございます。そうすると、その水面

を流木は流れてますので、１メーターだけではなくて、

３メーターとか５メーターの鉄の構造物を設置すると

いうことになれば、それがまた既存のコンクリートの

部分に作用するということで、なかなかその辺の協議

が必要になってくるということで、なかなか大変なの

かなと思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  いろいろな捕捉工があって、

これはＮ型といいますか、捕捉工なんですが、大分縦

軸だけじゃなくて横軸の補強をした捕捉工なようであ

りますけれども、本流だけでなくて支流、幾らも支流

があるわけですが、久慈川には。そうしたところ等に

地形や川の形状を見て、総合的に対策をしなければな

らないと思います。 

 戸呂町のほうから来るこの支流、あるいは繋、遠別

川、いろいろあるわけですが、こうしたＮ型の支流対

策もしっかり行って、本流に来る前に対策をすればい

いと思いますが、その点もお考えをいただきたいと思

いますし、それからもう一つは、大川目から久慈高校

の付近まで、小本川は延長200メーターで幅が20メー

ターから70メーターのコンクリートの構造物で流木を

誘導して滞留させると、こういうものなようでありま

すけれども、私は大川目から久慈高校の付近までは、

そういう箇所が、規模は200メートルというのは難し

いかもしれませんけれども、小本川のような捕捉工と

いうのは、十分設置が可能な場所があるというふうに

思います。 

 県のほうでは結果を見て、結果がよければやると言

ってるんですが、もう全国的には新潟とか、この捕捉

工は効果があって実証済みだというふうに私は思って

います。ですから、小本川の結果を待たないで、今か

ら久慈川の下流のその橋脚の対策もなかなか大変だと

思いますから、小本川型式の捕捉工等を視野に入れな

がら、しっかり働きかけをしていただきたい、この２

点、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  まず、スクリーンには、

高性能捕捉工でございますが、拝見する限り、砂防と

か治山絡みの施設ではないのかなというふうに想定さ

れますので、質問にありました支線に活用するという

ことは可能性はあると思いますので、その辺は要望し

ていきたいと思います。 

 あと岩泉で設置される河川のスペースを利用したそ

の捕捉工ですが、河川のさらにカーブのところに結構

な用地を確保して、その水の遠心力といいますか、そ

の流れを利用した流木を集めるという方法でございま

すが、私も県のほうに確認しましたら、試験的にとい

うお話でしたけども、久慈市でもそれがかなりの原因

になったわけでございますので、その辺もちょっと県

のほうと協議をしてみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  質問項目の５の２の災害時の

給油所確保の対策についてなんですが、今回、8,000

カ所の発電機が整備されると、こういうことなんです

が、これ久慈市で申請なり、この8,000の中に手を挙

げている給油所がどれぐらいあるのか、おわかりでし

たらお知らせいただきたいというふうに思います。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  資源エネルギー庁のほう

で募集をして、全国で8,000カ所の給油所を選定して

やるという事業でございますが、これにつきましては、

市町村から、いわゆる申請をするのではなくて、石商

組合さん等から直接申請をするということで、確認し

てみたんですが、その申請数等については公表をして

いないということでございまして、把握はできていな

いところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  質問項目の４番、災害時のド

ローン活用の関係ですが、災害が何回も起きているん

ですが、災害時等の当市におけるドローン、岩手県に

は支部等もあるようですが、こういうところにお願い

をして、災害対策で活動いただいた実績、あるいは東

日本ドローン協会岩手支部に所属する当市の会員、あ

るいはドローンを国土交通省の認可をいただいて活用

している市内の事業者等、もしおわかりでしたら教え
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ていただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  ドローンに対するお尋ね

でございますが、まず、台風10号の際にドローンを活

用した実績があるかということでございますが、市で

直接発注をしたりお願いをしたりした実績というもの

は、特には正式なものはございません。 

 ただ、その中で、東北地方整備局のほうで、テック

フォースの皆さんが来て、お手伝いをいただいたわけ

ですが、その中で上空からの映像等を撮って、それら

を活用したということはございます。 

 それから、民間の方が協力をしたいということでの

申し出がありまして、その際には、災害に直接という

ことではないんですが、市街地の上空からの映像等、

そういったものを撮っていただいた経緯はございます。 

 それから東日本ドローン協会という協会があるよう

でございますが、その中で、当市の会員数ということ

でございますが、現時点で確認はちょっととれない状

況でございます。 

 それから、国土交通省から認可をいただいて、そし

て活用している市内事業者数ということなんですが、

そのところはちょっと確認はとれない状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  まだ市内ではあまり普及して

ないというような形なんですが、このドローン。大船

渡市では、東日本ドローン協会岩手支部と協定を結ん

で、災害時等の協力をいただく協定を結んだというふ

うなことがあります。県内でも、１市なんじゃないか

なというふうに思いますが、技師の養成のほかに、や

っぱり活用の仕方には、協定を結んで、そして災害時

に機能を発揮いただくというふうな考え方もあると思

うんですが、その辺の考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  確かに、新聞紙上でござ

いますが、大船渡市さんが東日本ドローン協会という

ことと協定を結んだということでございます。岩手支

部というものがあるようでございますが、東日本ド

ローン協会そのものが、ホームページ上からの情報に

よりますと、群馬県を拠点としたドローンに関する事

業を行う団体ということで設立されたようでございま

して、その中で、支部というのは岩手県支部があるよ

うでございますが、そのほかの支部はちょっと今のと

ころ、そのホームページ上では確認がとれないところ

でございます。 

 その中で大船渡市さんが、岩手県支部はその本拠地

が大船渡市さんにあるということでございます。で、

協定を結んで、いろいろ災害時の活用等を推進すると

いうことでございます。 

 久慈市においても、ドローンにつきましては、市長

からご答弁申し上げましたとおり、その活用策につい

ては、これから検討すると、導入も含めて検討してま

いりたいと考えておりますけれども、それを活用策、

操縦方法等もある程度、講習等も必要になってくるか

と思いますし、それからどういった活用をしていくか

という部分もいろいろ検討をしていく必要があると思

っておりますので、その辺のところは、大船渡市さん

等の協定等も参考にしながら、そのほかの方法等もあ

ると思いますので、そこら辺を研究しながら検討を進

めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  質問が前後して申しわけござ

いませんが、質問項目の３番、東日本大震災の際に整

備した漁船等の取り扱いの関係でお尋ねをしたいと思

います。 

 先ほどの市長の答弁いただきましたが、倉庫等の部

分については、無償で払い下げをするというふうなこ

とであります。ただ、それ以降、その使用者なり団体

等については税金が発生するというふうな答弁だった

と思いますが、その払い下げ、無償で払い下げて税金

が発生するというふうな、この倉庫なり、それはどれ

ぐらいなのか、また漁船も払い下げをされるというふ

うなことなんですが、214隻ですか、その資産価値の

評価というのはどうなるのか、その辺、お願いしたい

と思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  東日本大震災によっ

て整備された倉庫等につきましては、先ほど市長から

ご答弁申し上げたような棟数になっておるわけでござ

いますが、いずれ、今回５年経過するというふうなこ

とで払い下げを予定しているところでございます、倉

庫等につきましては。これにつきましては、中小機構

等の支援を受けて整備したものということで、一定期
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間は市が所有して、利用者の方に便宜を払うというふ

うなことで整備いただいたものでございまして、５年

の経過によって払い下げしていいと、利用者の用に供

していいということになっておりまして、今その手続

を進めているところでございます。 

 これにつきましては、当然に所有者が税負担してい

ただくということが原則になるわけでございます。先

ほどご答弁申し上げました、合計で30棟、この部分が

倉庫等につきましては対象となるものでございます。 

 それから漁船につきましては、共同利用漁船復旧支

援事業ということで214隻、これについては、現在、

漁協のほうが整備したものということで、これについ

ては貸与中ということでございまして、今後払い下げ

予定があるかどうかについては、ちょっと確認をして

いないところでございますが、いずれこれにつきまし

ても税の対象にはなっているものでございます。ただ、

固定資産ではございませんので、市税等の部分ではな

くて、取得税とかそういった部分での部分でございま

して、毎年生じている税というものはないというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  ７番の周産期医療について、

お尋ねをしたいと思います。 

 現在策定中の周産期医療に、ハイリスク分娩なりい

ろいろ要望を出しております。重点要望もありますし、

やっているわけでありますが、今、学会のほうでいろ

いろ論議しているというのは、久慈のように、こうい

う地理的な条件のところで、県境を超えた周産期医療

の協力体制がどのようにあればいいのかなというふう

なこと等がよく出ているようであります。 

 この岩手県の周産期医療体制整備計画の中で、この

県境を超えた周産期医療の協力体制が、どのように議

論されたり、どのようになっているのか。また当然、

県境を超えた周産期医療を確立するためには、岩手県

が一方的に片思いでと言えば悪いのですが、それでも

物が進まないと思うんですが、例えば、青森県の周産

期医療の組織なり、そういうところと現在でも年に１

回とか窓口を持ってやりとりをしたり、連絡をとり合

った経過があるのかどうか、その辺について。 

 特に、八久自動車道が通れば、短時間で八戸の産婦

人科に行けるという事情があるわけであります。そう

いうことですが。 

 それともう一つは、久慈病院から八戸病院に転院す

るといいますか、そういうふうな今の実績がどれぐら

いあるのか、その辺をお尋ねしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  今の県計画を議論し

ているわけでございますが、その中で、県境を超えた

周産期医療について、議論がなされているかどうかと

いうご質問でございますが、会議録が公表になってお

りませんので、詳細については存じ上げてはおりませ

んけども、ただ実際問題として、岩手県北地域から八

戸の医療機関で出産をされる方も数多くいらっしゃる

という実態がございます。そういうことも踏まえなが

ら、今そういうことも話題としながら、あるいは議題

としながらの議論が進んでいるものとは認識をしてお

ります。 

 それから、青森県内の周産期医療機関との協議はし

ているのかというご質問でございますが、これは岩手

県だけでなくて、岩手医大も関係しております。岩手

医大の関係する八戸の医療機関は日赤がございますの

で、岩手医大を通じながら、日赤にもお話が行ってい

るものと、そういうふうには認識をしております。 

 それから、久慈病院から八戸への転院の状況という

ことでございますが、今年度、半年間ですと、久慈病

院、あるいは二戸病院以外で出産された方が23人ほど

いらっしゃいます。そのうち、八戸も半分ぐらいはい

らっしゃるんだろうなとは把握しておりますので、年

間ですと二十数件ぐらいは久慈病院から八戸に転院は

しているのかなと推測はしております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  出産した方々の話を聞いたん

ですが、ハイリスク分娩なり、何と言いますか、つわ

りがひどい人が、出産までに苦労している方々は、何

ぼでも近いといいますか、通院が近い病院がありがた

いという話をしております。 

 二戸の病院でも、そういう大変なとき、例えば４人

部屋なんかでは無料で入院もできるということも聞い

ておりますけれども、大体が家から通ったりしている

と、冬でありますと１時間40分かかるというような話

を聞いています。そうすれば、すごい苦痛だというふ

うなことで、少数の妊婦さんなわけですけども、そう
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いうふうなこと等もありますので、そういう妊婦さん

の出産をできるだけ安心安全にできるような医療体制

を確立するように、多様な方面から検討をいただきた

い。 

 先ほど言いましたように、県境を超えた連携なり、

入院等についても、４人部屋では無料ですが、１人部

屋になれば、また料金がかかるというふうな話もあっ

て通院等もしている方もあるようであります。多様な

事情を勘案しながら取り組みをしていただきますよう

にお願いしたいと思います。答弁は要りません。あり

がとうございます。 

 それから、順序は変わりますけれども、今スクリー

ンにありますけど、台風10号のこの環境保全と地すべ

り対策の関係ですが、先ほどいろいろ工事の関係等で

検討しながらやっていきたいというふうなことなんで

すが、これは小子内漁港のすぐ上のＪＲ八戸線のそば

ののり面であります。見るとおり、急斜面のすぐそば

に、うちの屋根が見えますけれども、もうぎりぎりま

で宅地でありまして、斜面も急ですが、笹竹を植えて、

私が知る限りでは、豪雨や地震や、津波もあったんで

すが、一切そういうのに関係なく、しっかりと根を張

って地盤を守っているというふうなことであります。 

 それで、これはちょっと斜面がきつくてあれだった

んですが、そういうことで私の地元の田子の木漁港の

裏側っていいますか、そこに小子内から根をもらって

きて、国立公園でありますから環境省の許可をいただ

いて植栽したわけですが、大変いい具合に根を張って、

よく点が面になってきたと。これからよく伸びるのか

なというふうに思って喜んでおるんですが、ぜひ、今

回の地すべり、あるいは森林保安林、水源涵養の保安

林なんかの地すべり、そういう地帯に笹竹を植栽でき

ればいいなというふうなことを感じますが、例えば、

道路ののり面はもちろんですけども、水源涵養なり保

安林等に別な種目の笹竹等の植栽が可能かどうか、そ

の点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  いろいろお話があって、

終的には保安林のほうに笹竹の植栽が可能かという

ことでございますけども、その目的が地山を抑えると

いうことの趣旨のようでございますけれども、竹の場

合は、その根張りがその浸食を防止するというのを、

これまでも経験上わかっていることなわけでございま

すけれども、逆に言うと、その一方では、この辺では

まだあれですけど、孟宗竹が山林にふえ過ぎて、樹木

との共生といいますか、そういうのが課題になってい

る、問題になっている地域というのも聞いたことがご

ざいますけども、その辺が一つのチェックのポイント

になるのかなと思いますが、ちょっと研究させていた

だきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  12番畑中勇吉君。 

○12番（畑中勇吉君）  ９番目の新たな朝市の関係で

質問させていただきますが、舘花岸壁の朝市、八戸で

す。350店舗、店が出て、すごい賑わいだというふう

なことを聞いております。 

 久慈、八戸のこの方々が好んで、喜んで行って楽し

んでいるようですが、もうこの12年、13年、朝市をや

っているんですが、八戸が朝市のおもしろみを定着さ

せてくれたと、こういうふうなことも言えるだろうと

いうふうに思います。 

 ただ、行きたくても、やっぱり駐車場、その会場が

行けるような会場でないと多くの人が集まらないとい

う事情もあると思いますから、既存の、八戸の朝市を、

この舘鼻でやる場合もいろいろ、今までの朝市との兼

ね合いとか、そういうふうなことが議論されたやに聞

いております。 

 しかし、踏み切ってやった結果、非常にその賑わい

と、私が聞くところによりますと、津軽から岩手県、

そしてもう夜中の２時から人が動くというふうに聞い

ております。楽しんでいるというふうなことでありま

すから、ぜひ、既存の私は朝市をなくするという意味

で言っているんじゃないんです。新しい朝市をやって

みて、そのことが広域道の駅をつくるのにどういう企

画をすればいいのかなとか、あるいはまた、むしろ今

の既存の商店街の方々、その朝市に行って、そしてリ

ピーターとなってもらって自分の店にお客を呼び込む

というふうな可能性も期待感もあるというふうなこと

もあると思います。ぜひ検討をいただきたいなという

ふうに思います。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今、広域道の駅でも

いろいろなこの朝市の様子も取り入れた検討というこ

とでございます。 

 いろいろな角度から、広域道の駅につきましても検

討したいと思ってますが、ただ、朝市につきましては、
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そのような機能は本当に必要だと思いますけども、ま

た場所の、エリアの面積の問題、そういう部分もござ

いますんで、そこら辺はいろいろと慎重に検討してい

きたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  市民共同、畑中勇吉議員の質

問に関連をして、質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 その前に、昨年来、議会で学童保育、あるいは子育

て支援について、いろいろお願いしてきた経緯がござ

いますけれども、いよいよ大川目小学校の学童保育、

それが４月１日の開所に向けて、今順調に進んでいる

ということに対しまして、感謝を申し上げたいと思い

ます。 

 また、長内小も今急ピッチで進んでいるようですけ

れども、そういったことについて、市長のご努力に感

謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。 

 それでは、私から２点ほど関連質問させていただき

たいと思います。 

 まず４番目の災害時のドローンについてなんですけ

れども、今いろいろお答えをいただきましたけれども、

実は今、大船渡市の例がございましたけれども、他市

では、さまざまな、もう実用的なドローンの使われ方

もしておりますので、多少、久慈管内が遅れ気味なの

かなというふうな感じもいたしておりますので、これ

から検討するというふうなお話ではございましたけれ

ども、もう少し踏み込んだ形で計画をされたほうがい

いと思いますけれども、そこら辺についてのご認識は

おありでしょうか、お願いいたします。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  ドローンの活用について、

これから検討していくということでご答弁を申し上げ

ておりますけれども、取り組みが他地区に比べると進

んでいないんじゃないかというお話でございます。 

 そういった部分、いろいろ各地域での状況等があろ

うかと思いますし、そこのところはいろいろ他地区を

参考にやっていきたいと思っておりますし、導入につ

きましても、早い時期に導入したいということで、そ

れをもって消防本部、それから消防団、そのほかに、

ドローンというのは災害だけではなくて、いろいろな

場面で利活用できるというふうに考えておりますので、

そういった分野においても、いろんな広く活用を検討

してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  それで、そのドローンという

のは、ＵＡＶとか、無人飛行機というふうな言い方を

するんですけれども、実際、この間の台風10号でも、

任意ではございますけれども使って、その被災状況を

空撮をしたという民間の企業さんもあったようです。

ということは、やはり先乗りの人間が行けないような

ところも行けますし、あるいは社会福祉関係で、現地

を、例えば岩泉の行けない限界集落といいますか、道

路が寸断されて行けないようなところにも、あらかじ

めもう座標入力、緯度経度を入力しますと行って戻っ

てくるという、そういった設定もできるようでござい

ますので、ぜひとも研究を進めていただきたいなと思

っております。 

 当然、下は１キロ平方メートル当たり4,000人の人

口密度のあるところでは、普通、一般的には飛ばせな

くて、そういったところで飛ばす場合は、飛行計画と

いうのを立ててやらなければいけないので、それは少

し面倒くさいんですけども、いちいち国交省の許認可

が要ると、申請しなければならないということもござ

いますので、そういったところの勉強も含めて、やら

れたほうがいいなというふうに、こう思っております。

回答は要りません。よろしくお願いいたします。 

 それから、教育長にお伺いをいたします。11番なん

ですけれども、学校が地域コミュニティに果たす役割

というふうなことで、昨年度からいろいろ学区の再編

とか学校の再編について、研究とかいろいろされてき

たと思うんですけれども、その適正規模配置に関して、

具体的に地区住民からどのような声が上がったのか、

教えてください。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  適正規模ということでご

ざいます。昨年の地域懇談会の中では、さまざまそう

いう小規模校、あるいは普通の学校のメリット・デメ

リットということで、さまざま意見がございました。

私どももそれは受けとめておりますし、その出された

意見については、どれも正解だろうと、いろんな。で

すから、なかなかに今後の検討につきまして、慎重に

といいますか、していかなければいけないなという思

いをいたしておりますし、教育長からも申し上げまし
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たが、やはり子供を第一に考えてということになろう

かと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  ありがとうございます。それ

で、29年度に新たな方針を構築するというふうなご回

答をいただきましたけれども、具体的なスケジュール

というのもお決まりでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  昨年、地域に入って、さ

まざまな意見等を頂戴いたしました。29年度につきま

して、早々に検討する組織の中で検討し、素案的なも

のをつくりまして、また地域のほうに入って説明を重

ねていくという手順になろうかと思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  ありがとうございます。久慈

市内は、学区とすれば、多分８学区あるかと思うんで

すけれども、その中で例えば、一応学区があって、そ

れから他学区に行きたい場合のそれぞれの決まりとい

うのが、要するに他学区通学認定基準みたいなものが

ある市とない市があるわけですけれども、久慈市では

そういったものはつくっていらっしゃいますか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  いわゆる学区外就学の基

準といいますか、その取り扱いだと思いましたが、内

部の要綱といいますか、それはあります。それに基づ

いて、申請があった場合は許可する、しないを判断し

ているということでございます。学校長の意見等も踏

まえた上ででございますが、そういう判断をしている

ということでございます。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  それっていうのは、例えば教

育委員会のホームページか何かで見ることはできます

か。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  あくまで内部の取扱要綱

というものでございますので、ホームページに公開等

はしてございません。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  なぜこう聞いていますかとい

いますと、例えば、久慈、小学校は小学校の子供さん

のその規定がありまして、中学校の子供さんには中学

校の子供さんのそういった決まりがございまして、例

えば小学生であれば、おじいさんおばあさんがそちら

にいて、お父さんお母さんは共働きで、だから日中見

れないので、そちらの学校を選んでもいいよという具

体的なのが示されていたり、あるいは中学生であれば、

今久慈市内でもいろいろクラブ活動によって、いろん

な学校を選んでいるような経緯もございますけれども、

しかしそれが、そういった縛りが解けた時点で、そう

いった他学区の何と言うかな、その認定基準というの

が解かれるというふうなことも具体的に決まりがあっ

て、そういった場合に、やはりどこまでその子供を保

障してやるのか、それから認定期間がどのぐらいなの

かということについても、やはりきちっとやっておか

ないと、それぞれの学校をこれから整備していくに当

たり、今現在もいろんな人たちが行ったり来たり見ら

れたり、例えば大川目に学童をつくったということに

よって、久慈小学区からも来たりというふうなことも

実際は始まっております。 

 ですから、そういったものについて、教育委員会だ

けではなくて一般の人もある程度確認できるようにし

ていただきたいんですけれども、その辺についてのお

考えはおありですか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  小倉議員指摘の点もあろ

うかと思いますが、内部の要綱ということにしている

点といいますか、恐らく私思うに、逆に公開した場合

も逆に促進してしまうという面もあるのかなというこ

ともございまして、必要な保護者の方が申請していた

だいて、それぞれ在学する関係する校長先生の意見を

聞いた上で教育委員会内部で判断しているというふう

なことだと思ってございますので、ご了承いただきた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  もう１点、地域コミュニティ

に関してなんですけども、いろいろ地域コミュニティ

というのが一人歩きしているような感じもあるわけで

すけれども、全国には、例えばコミュニティ校、コミ

ュニティスクールというのが2015年ぐらいから文科省

のほうの答申の中であって、例えば、近くでは普代小
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学校・中学校がコミュニティ校に認定されて取り組ん

でいるということなんですけれども、久慈市ではない

ということについては、何かそういったできないリス

クとか何かデメリットが多いからできないということ

なんでしょうか。お願いします。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  コミュニティスクールとい

うことでございましたが、いわゆるコミュニティス

クールというのは、学校運営に地域の方々が参加する

形の学校というものでございます。いろんな意見を聞

きながら学校経営を校長が行っていくと。いろいろ課

題というか問題になっているところでは、例えば人事

についても要望できるとか、そういうふうなことまで

やっていくようなその仕組みがコミュニティスクール

ということでございまして、岩手県では、岩手型コミ

ュニティスクールをということで、いわゆる振興運動

を地域でやっている、それと学校との連携を岩手型コ

ミュニティスクールという形で進めていこうというこ

とにしております。 

 いわゆる全国で行われている、そんな多くないんで

すけども、今どのぐらいでしょうか、まだ数パーセン

トだと思うんです、全国の学校の。ちょっと正確な数

字は持ち合わせてないんですが、につきましては、岩

手県内としては、今後の検討課題だろうというふうに

思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  これについても、今後検討さ

れていくであろう部門の中で、そういった領域の中で、

コミュニティ校、コミュニティスクール、要するにき

のうも話題になっておりましたけれども、小中一貫校

とあわせて、コミュニティ校というふうなことも部分

的には入ってくるのかなというふうなこともあって質

問しているわけです。 

 そういったことで2015年ぐらいからでしたか、文科

省のほうでも小中一貫校にすることによって、きのう

も教育長さんのほうから回答がございましたけれども、

ハード整備というのも当然伴ってきますし、先生方の

その配置等についても、免許の関係、そういったこと

でも、やっぱり多少問題になってくるということにつ

いても、国のほうでは、そういったことについても緩

和措置とかハード整備するに当たって、補助も支援も

していくよというふうなこともあったようですけれど

も、そういったことも含んだ形での検討をしていくと

いうことになるんでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  小中一貫校なんですけども、

岩手県で、いわゆる小中一貫校が一番進んだといいま

すか、これは大槌町の大槌学園なんでございますが、

これはいわゆる完全に小中が一つの学校になって、名

称も義務教育学校ということになります。 

 そうなりますと、メリットとしては、いわゆる中一

ギャップの解消、中学校１年生段階で不登校になった

り、いろいろ学業についていけなかったりするような

子供たちを救うことができるというふうなメリットが

ございます。 

 さらに、学年を、義務教育学校の場合は、１年生か

ら９年生まであるんですね。だから、中学校１年、２

年ではなくて、もう８年生、９年生。それを例えば４

年生ぐらいのところで低学年としてのまとまりとして

授業をすると。あるいは８年生ぐらいのところを中学

年ぐらいまでのまとまりとして授業をすると。小６と

中１は、もう継続していくというような形ですね。

後の９年生は義務教育のまとめの段階にするとか、そ

ういうふうな独自の教育課程を踏むことができるとい

う、そういうふうなメリットがございます。 

 ただ、いわゆるこれは小学校６年生で終わって中学

校に行くという、またこの区切も大事ではないかとい

うふうな意見もございます。一つの学校を卒業したん

だというですね。それが人生の区切りって、そういう

ことがいっぱいありますので、中３での区切り、高３

での区切りとか、そういう意味ではいかがだろうかと

いうようなこともございますが。 

 あるいは、いわゆる義務教育学校ではなくて、連携

の学校であっては、盛岡の土淵の小中学校なんかはそ

うなんですが、あそこは盛岡市内では、かなり小さな

学校だったんですね。その小さな学校を、小学校と中

学校一緒にしてつくりまして、その校舎を使用するメ

リットが非常にお互いに大きくなる。例えば、体育館

は一つで済むとか、グラウンドも一つで済む、それか

ら音楽室とか調理室も両方で使えるとか、そういうふ

うなメリットもございます。そういう施設の面から考

えていくのも一つの形であると、これは義務教育学校

ではなくて。というふうなこともありますので、久慈
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市内でもこれは研究する必要があると思ってはおりま

す。 

 ただ、今すぐというのは、なかなか難しいと思いま

すが、将来的な研究課題だというふうには思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  ３番小倉利之君。 

○３番（小倉利之君）  ありがとうございました。き

ょうは地域コミュニティということについてを中心に、

いろいろ意見交換をさせていただきましたけれども、

おかげさまで大川目公民館が、この間３月１日に文化

大臣賞をいただきまして、いろいろこれも皆様方のご

指導の賜物というふうに思っております。 

 学校再編についても、そういったことも、やっぱり

地域の学校がなくなると、今でも学校を中心に地域が

成り立っているようなところもございますので、ぜひ

ともその辺も考慮に入れていただきまして、学校再編、

学区再編について考えていただきたいとお願いをいた

しまして、私の関連質問を終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  それでは、畑中議員の一般

質問に関連をいたしまして、実は３点用意してたんで

すが、先ほどご答弁をいただきまして、あるところ１

カ所、気になる答弁がありまして、１番と２番の５番、

それから12番と再質問する予定だったんですが、予定

を変更して12番だけに絞らせていただきます。 

 いわゆる山形小学校の改築問題についてということ

なんですが、随分先ほどの答弁、簡潔過ぎるというん

ですか、びっくりしましたね。何か挑発されているよ

うな気がしまして、不足した部分は幾らでも質問して

こいというような、そういうことを言われたような気

がいたしまして、遠慮なく質問をさせていただきます。 

 平成23年、当時、亀田教育長は、この山形小学校の

改築問題について、このように答弁をしております。

「改築の必要性は認識しており、今後、改築に向け、

関係部局と協議をしていきます」、それから平成27年、

これは二子議員が質問をした、同じ山形小学校の改築

についてなんです。このときにも、「改築の必要性は

認識している」と、「市立小中学校の適正配置の方針

を定め、優先度、財政状況等を勘案しながら検討して

いく」と。この27年と、28年には下川原議員が質問を

いたしております。27年と28年の答弁は全く同じなん

です。１年たっても何も変わらない、同じ答弁。そし

て今回は、「改築の必要性を認識している」という、

そういう文言が削除された答弁だった。これは一体ど

ういうわけですか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  答弁の中で文言が、「認

識している」という言葉がなくなったというのはどう

いうことかということではございましたけど、教育委

員会としては、その改築の必要性についての認識につ

いては変わりございません。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  いわゆる行政には継続性と

いうのが大事である。平成23年に、関係当局、部局と

改築に向けて協議をしていくというふうに、当時の教

育長が答弁してるんですね。このときの記録が残って

いるか、引き継ぎがあるかどうかわかりませんけれど

も、現在の教育長になってから、関係当局と協議をし

たような経緯があるか、あるとすれば、その中身は一

体どういうものか、具体的にお答えください。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  いわゆる山形小学校に限

らずといいますか、教育施設の整備等については、必

要性は認めておりますし、取り組みたいという思いは

ございますが、議員もご承知のように、市全体の事業

の優先度、あと財政状況等がございますので、現時点

ではなかなか進捗していないと。当然に、市長部局の

ほうとも、財政当局が主になりますけれども、いろい

ろと協議はしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  協議をしたその中身を教え

てくださいって言ってるんですよ。どういう中身にな

ってるんですか。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  いわゆる財政的に、何と

言いますか、着手できるのかどうかという時点での話

のところで止まっているといいますか、ということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 
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○21番（髙屋敷英則君）  津波もありましたし台風も

ありました。それは財政的にやりくりが厳しいという

ことは承知しております。しかし、すぐつくれとか、

そんなことを言っているんじゃないんですよ。こうい

うことを何年も何年も積み重ねて、いろいろ質問をし

ながら積み重ねてやってきているわけですよね。です

から、その積み重ね、行政は継続が必要だと。そうい

うことで、当初23年に、教育長からそういう答弁があ

った。それを信頼してやってきておるわけですが、何

年たっても同じ答弁だ、これだんだん信頼できなくな

ってきますよね。 

 この山形小学校の改築問題、いわゆる新築問題とい

うのは、合併前からあったんですよ。それで今から二

十数年前に、実は体育館、まだ修理してませんね、屋

根。10年たっても20年たっても修理しない。それは体

育館の話ですから。体育館の屋根がひどいというんで、

体育館、あれはスペースが、山形の小学校の中で一番

大きいといっても大して大きくはないですが、一番大

きい学校の体育館が、一番体育館のスペースが、面積

が狭いんだと、そういうこともあって、式典、卒業式

とか入学式、風が吹くと屋根がガタガタガタと、マイ

クの音すら聞こえないという、そういう状況で、体育

館をじゃあ建てようかと。当時、私は15年、ＰＴＡ会

長をやってまして、そのとき私は反対しました。それ

は確かに屋根が傷んでいる、直せばいいと。ただ建て

るということになると、まだ築20年かそこらだったん

です。体育館を建てると、また20年たったら本校舎を

建てなきゃいけなくなる。本校舎が建って20年たった

ら、また体育館建てるのかと。そういうようなバラバ

ラな建て方をしてたら、これはだめじゃないかと。体

育館がそういう状況であれば、ちょっと補修をして我

慢するから、そして本校舎と一緒に建築をしましょう

と。そういうことで、その我慢がそれから20年以上、

我慢してきているわけですよね。 

 そして、合併して12年たちますが、体育館の屋根す

ら、まだ直っていない。そういうちょっとした修理と

か何とか関係というのになると、体育館の周りの側溝

も、あれ全然やってませんね。去年でしたか、おとと

しでしたか、給食車が入るところにボウフラが沸いて、

夏の間中、大変不潔だというようなお話もしましたけ

ど、それすら解消されていない。側溝はもちろん手つ

かずだと。私が見てると何もしてないという。 

 この小学校の改築の問題というのは、実は合併当初

は学校再編という行方がわからなかった。山形をまず

一つの基本的には方向性としては、一つの小学校、一

つの中学校という、そういう考え方で進めていこうと

いう、そういう大まかなところはあったわけだけれど

も、じゃあどこの学校に統合するのかというのは決ま

ってなかった。ですから、それが決まるまでは、山形

小学校の改築とか新築とかというのは封印されてきた

わけですよ。 

 そして、平成23年になって、23年明け、24年の４月

１日から日野沢小学校が統合になりましたね。次の年

には荷軽部と戸呂町が統合になりました。つまり、そ

うなって明らかに山形小学校に山形の全ての小学生、

小学校の生徒たちを小学校を統合するんだよというこ

とが明らかになったから、23年に初めて山形小学校の

改築問題というのが、この議場でまな板に乗ってきた

んですよ。そういうようないきさつがあって、本来で

あれば、合併当初からそういう話が出るはずなのが、

23年になって初めて出てきた。そして必要性がある。 

 私は、そういう今の財政状況も大変厳しいもんだと

思っている。だから、すぐつくれとか、そんなことを

言ってないんです。何か共通したものを持てないのか、

将来的に大きな目安として。そういうことを、共通し

た認識をお互いに共有できないかと、そういうことが

一番大事だと思ってるんですよ。 

 旧山形村の学校って、みんな立派ですよ。立派な学

校から43年もたった学校に移っているわけですよね。

きのうも行ってみましたよ、学校に。よく掃除はして

いる。一所懸命掃除はしているみたいですね。ですか

ら、使って使えないことはないと、もう限界だとかっ

て、もうあすあすには建てなきゃいけない、そういう

状況ではないかもしれない。一部そういう状況もある

けれども、全体的には、あと何年我慢してくれとか、

そういうことであるなら、それはそれで理解できると

いう。 

 私は、立派な日野沢とか荷軽部とか戸呂町の子供た

ちが、あんな立派な学校で授業をやって、遊んで、そ

ういう子供たちが、鉄筋コンクリートの屋上屋根のつ

いた近代的な山形小学校に来て、古い山形小学校に来

て、今授業をやってるわけですけれども、その子供た

ち、あるいはこれからまだ小国、来内、霜畑残ってい

る。 
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 中学校の合併は25年かかりました、１村１校にする

のに。今回もかなりの時間を要するかもしれない。し

たがって、そこでどういう考え方を共有できるかと。

子供たちが山形小学校へ集まってきて、よりよい教育

環境のもとで遊んだり、勉強したり、そういうことも

してもらうために、全ての山形の小学校が何年かかる

かわからない。10年かかるかもしれない。統合する、

そのときまでには小学校を新築をするんだと。そうい

うような部分で、大きな目安として、そういう部分を

共有できないかということを、教育長、お答えくださ

い。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  何度も申し上げております

けども、小中学校の適正配置については、今検討して

いるところでございます。旧山形村時代に１村１校と

いうことが決められていたということにつきましては、

ちょっと承知しておりませんでしたが、いずれ前の計

画どおり、現実に進まなかったものですから、新しい

計画を今策定しておるわけでございます。 

 そういうことで、いわゆる１村１校ということにな

るのかどうかも含めて、これからの検討でございます

ので、そういう検討を踏まえた上での計画になろうか

というふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  小学校の１村１校を山形村

で決めたなんて、私、言ってないです。それは久慈と

合併してから決まったことじゃないですか。結局、山

形小学校に山形の小学校を一緒にしていく方向でやり

ますよって決めたのは久慈じゃないですか。久慈の教

育委員会じゃないですか。 

 だから、その形がはっきりするまでは、我々は山形

小学校の改築問題について、議場でも封印してきたん

ですよ。それが決まるまで、方向が決まるまで、どこ

に統合するかわからない。だから、しゃべらないで来

たんですよ。そして、それが決まって、現実に日野沢

と荷軽部と戸呂町が山形小学校へ来ているわけですよ。

繋小学校も来てます。残ってるのはあと三つですよね。 

 だから、言ってみれば１村１校みたいな形で山形地

区の小学校を統合しよう、再編しようというのは、こ

れは久慈の教育委員会が決めたことじゃないですか。

その辺、認識違うんじゃない。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  いずれ山形の小学校も含め

て、久慈市内の小学校、中学校をどのようにしていき

たいかということにつきましては、今検討していると

ころでございますので、その検討をお待ちいただきた

いというふうに思います。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  検討ばっかりしたってしょ

うがないんですよ。何年かかるんだ、あと、答えて。

いつもいつも同じ答弁ばっかりしたってしょうがない

でしょう。こっちは思いを持って質問してんだよ。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  教育委員会としましても、

久慈市の学校をどうするかということにつきましては、

思いを持って検討しておりますし、来年度の検討結果

を出したいと思って、今進めているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  来年度に出すんですね。来

年度ってことは29年度に出すんですね。ある程度の答

えを約束できますか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  小中学校の適正配置につい

ては、来年度に検討結果を出したいということで進め

ております。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  それはどういう意味なんで

すか。小中学校の適正配置については、山形には一つ

学校があればいいとか二つあってもいいとか、そうい

うことを決めるということですか、中身は。その適正

配置というのは、どういうことですか。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  適正配置というのは、いわ

ゆる小学校をどのように統廃合も含めて進めていくか、

あるいは今のままで行くかということもあるかもしれ

ませんが、中学校についてもそのように、どのような

学校配置にしていくかということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  何をやるにしたって遅いん

ですよ、やってることが。１年でできることを、何で
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５年も10年もかかるんです。それは単にそういう適正

配置の問題だけじゃないと思う。なぜ山形小学校の体

育館の屋根が直らないの。中学校、直しましたか。何

もしてないじゃないですか。答弁して。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  今、何もしてないというお

話でございましたが、山形小学校につきましては、平

成28年に屋根の工事をしております。今年度は外壁の

修繕等を予定しております。山形中学校につきまして

は、天井の落下防止工事を平成27年、それからオスト

メイトの設置工事を平成27年、28年には屋根の防水の

修繕もしております。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  私、きのう山形小学校行っ

てきたんですよ、夕方。それで確認してきました。屋

根の工事をやりましたかと。「やってません」って言

ってましたよ。 

 時間がないけども、誰というわけにはいかないけど、

校長さんと副校長さんはいなかった。それでちょっと

お年を召した女性の方でしたけども。先生が２人いて、

確認をしたら、「やってません」って。もしそれが、

その先生方の認識が誤ってるのであれば、私、ここで

言ったことについては訂正させてもらうけれども。そ

ういうことで、私が今やってないじゃないかって言っ

たんです。間違いなくやってるんですね。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  間違いないものと認識して

おります。 

○議長（中平浩志君）  21番髙屋敷英則君。 

○21番（髙屋敷英則君）  いや、確認したとは言って

も、私もきのうのことですから、信じてそういうふう

にお話をしたわけですが、明らかにやっているという

ことであれば、ここでおわびをしたい、その件につい

ては。 

 それから、いろんなことを、細かいことを言えば、

それはやってもらってますよ。それから音楽室のドア

も直してもらったし、洗面所も、トイレの中の洗面所

が故障して使えないと、子供たちどこで手を洗うんだ

と。あれも直してもらいました。ただ、行ってみると、

水あかがついた、もうどうにもならないような階段が

ある。それから、体育館の周りの側溝があります。住

民から苦情が出てるんです。それが、教育振興室から

教育委員会のほうに通ってるはずなんです。放置して

るでしょう。ボウフラが沸いてるんですよ。どうする

んです、あれ。 

○議長（中平浩志君）  時間です。 

○21番（髙屋敷英則君）  教頭先生か誰かが行って消

毒すればいいかもしれないけれども、そういう問題か

もしれないけれども、ボウフラの一件は。いずれ、計

画をいろいろ立てて、こういうふうにやっていきたい

という、迅速にやってください。そんな山形小学校の

改築どうするんだって答えをもらうのに── 

○議長（中平浩志君）  時間です。 

○21番（髙屋敷英則君）  10年かかったってしょうが

ない。よろしくお願いします。終わります。 

○議長（中平浩志君）  中務教育部長。 

○教育部長（中務秀雄君）  先ほど、小倉議員の答弁

の中で、学区外就学の基準について、ホームページで

公表してないという答弁を申し上げましたが、ホーム

ページのほうで公表してございますので、答弁を訂正

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を打ち切り

ます。 

 次に、創政・公明クラブ代表、桑田鉄男君。 

    〔創政・公明クラブ代表桑田鉄男君登壇〕 

○11番（桑田鉄男君）  私は、久慈市議会第11回定例

会議に当たり、創政・公明クラブを代表し、一般質問

を行います。 

 昨年８月末に、観測史上初めてと言われます、岩手

県に直接上陸し、久慈市にも甚大な被害をもたらしま

した台風第10号から早６カ月が経過しました。被災さ

れました方々が一日も早く元の生活に戻られますこと

を願います。 

 また、平成23年３月11日に発生しました東日本大震

災大津波から、間もなく満６年となります。当市の社

会資本の復旧復興は95％以上になっていると言われて

おりますが、死亡されました方々、そして行方不明の

ままの方々のご家族の皆様の心の復旧復興は、まだま

だでございます。改めまして、犠牲になられました方、

被災者の方々に、お悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 以下、通告に従い、質問させていただきます。５番

目の登壇であります。前の質問者と重複する項目もあ

りますが、割愛せず、質問させていただきます。 
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 第１の質問は、国内自治体との友好都市協定の締結

についてであります。 

 昨年、新潟県小千谷市、そして東京都小金井市と災

害時相互応援協定を締結しておりますが、友好都市締

結はございません。国内自治体との友好都市締結の考

え方についてお尋ねいたします。 

 第２の質問は、行財政改革についてであります。 

 行財政改革につきましては、各自治体、工夫をしな

がら取り組んでいるわけで、当市の行財政改革につい

ての市長の認識、また、これまでの取り組み状況と成

果、今後の行財政改革をどのように考えているかを問

うものであります。 

 第３の質問は、震災経験等を生かした防災減災の取

り組みについて、お尋ねいたします。 

 わずか６年弱の間に、東日本大震災大津波、そして

台風第10号と、被災箇所も海岸部、中心街、山間部等、

市のほぼ全域、被害額も500億を超す大災害を経験し

ました当久慈市、この経験を今後の防災減災にどのよ

うに生かしていくのか、お聞かせを願います。 

 第４の質問は、消防団各分団の貸与品についてであ

ります。昨年12月の新潟県糸魚川市の大規模火災発生

時に消防団が出動した際、強風と大量のすすで視界の

確保に苦慮したと聞きます。同様の災害などに備え、

各分団に対し、ゴーグルを貸与すべきと思いますが、

いかがでしょうか。考え方をお尋ねいたします。 

 第５の質問は、自治基本条例の制定についてであり

ます。条例制定に向けた取り組み状況をお伺いします。 

 第６の質問は、大学・専門学校の誘致についてであ

ります。 

 若者の都市部への流出を抑制するためにも、大学・

専門学校の誘致に積極的に取り組むべきと思いますが、

考え方をお尋ねいたします。 

 第７の質問は、民間事業者による風力発電の営業活

動についてであります。 

 昨年、秋口から民間風力発電事業者が侍浜地区で営

業活動を行っているようですが、その状況をどのよう

に捉えているのかお伺いいたします。 

 第８の質問は、久慈湾の検潮所についてであります。 

 津波注意報発令時に、久慈湾の検潮所は、より震源

地に近い地域よりも高い潮位を観測する状況にありま

す。機器や設置場所に問題はないのかを問うものであ

ります。 

 第９の質問は、久慈湾の静穏域の利活用についてで

あります。久慈港湾口防波堤計画が昭和63年度、国の

直轄事業として新規採択されて以降、策定されたマリ

ノドーンプラン、いわゆる海洋の夜明け構想に沿って、

静穏域の利活用を検討されてきたと思いますが、現在

の状況と今後の進め方についてお尋ねいたします。 

 第10の質問は、在宅介護者への支援についてであり

ます。 

 在宅介護は、家族にとって体力的、精神的に大きな

負担になっているほか、老々介護などの問題もありま

す。介護者に対する支援をどのように考えているか、

お伺いいたします。 

 第11の質問は、縁結び支援員についてであります。 

 縁結び支援員の活動状況と成果について、どのよう

に捉えているかお尋ねいたします。 

 第12の質問は、学童保育所の整備についてでありま

す。 

 学童保育所の整備が順次、進められておりますが、

施設や設備が整っていない小学校区もあります。今後

の整備計画をお伺いします。 

 第13の質問は、産業行政について、４点質問いたし

ます。 

 １点目は、担い手育成の支援についてであります。

一次産業の担い手不足は深刻な状況にあります。一次

産業の担い手育成のために、支援制度や体制を充実す

べきと思いますが、考え方をお聞かせ願います。 

 ２点目は、水産振興について、４点質問させていた

だきます。 

 一つ目は、水産加工業者の加工原材料不足を補うた

めにも、まき網漁船等をより積極的に誘致すべきと思

いますが、考え方をお伺いいたします。 

 二つ目でございます。市の花・鳥・木、いわゆる花

鳥木に加えて、市の魚を制定し、ブランド化、そして

水産振興に取り組むべきと思いますが、考え方をお尋

ねいたします。 

 ３点目は、久慈秋まつり前夜祭会場についてであり

ます。年度により、駅前広場、市役所庁舎前、アン

バーホール駐車場、土風館前と、会場を変更しており

ますが、会場選定の考え方、今後の方向性について、

お伺いいたします。 

 ４点目は、観光振興についてであります。日本への

外国人観光客が増加している状況にありますが、当市
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の外国人観光客誘客に向けての取り組み方をお尋ねい

たします。 

 第14の質問は、台風第10号被害の復旧状況について、

３点、質問いたします。 

 １点目は、市が行っている復旧工事の進捗状況、２

点目は、県が行っている久慈川の大規模治水工事の概

要について、３点目は、久慈渓流沿いの国道281号の

旧道部分をどのように復旧するのかについてお尋ねし

ます。 

 第15の質問は、市道小久慈線の渋滞解消についてで

あります。 

 朝夕の渋滞解消のためにも、旧久慈歯科付近に右折

レーンの整備が望まれておりますが、整備の見通しを

お示し願います。 

 第16の質問は、久慈川の堤防整備についてでありま

す。 

 久慈川の堤防未整備区間の築堤は、県への重点事項

要望項目でもあり、早期の整備が望まれておりますが、

その見通しについてお伺いいたします。 

 第17の質問は、総合運動公園整備についてでありま

す。 

 整備構想を進めるに当たり、昨年12月に実施した

ワークショップで出された意見等はどのようなものが

あったのか、またその意見等を今後の計画にどのよう

に反映させていくのか、お尋ねいたします。 

 第18の質問は、教育行政について、２点質問いたし

ます。 

 １点目は、小中学生の問題行動等についてでありま

す。全国的に小中学校でのいじめや問題行動が多く報

道をされておりますが、当市の実態をどのように捉え

ているのかお尋ねいたします。 

 ２点目は、子供の肥満についてであります。岩手県

の小中学生の肥満率が全国ワースト上位にあると聞き

ますが、当市の肥満の状況と対策についてお伺いしま

す。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わりますが、多年

にわたり市職員として市政発展にご尽力され、この３

月末をもって退職なさいます職員の皆様方に、心から

の敬意と感謝を申し上げます。今後におきましても、

職員の立場ではなくなるわけでございますが、健康に

は十分に留意されまして、これまでの豊富な経験をも

って私どもをご指導くださいますようお願い申し上げ

まして、降壇いたします。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  創政・公明クラブ代表、桑田

鉄男議員のご質問にお答えをいたします。 

 初に、国内友好都市協定の締結について、お答え

いたします。 

 国内都市との協定の締結につきましては、現在、新

潟県小千谷市と災害時における相互応援に関する協定、

東京都小金井市と災害時相互応援に関する協定を締結

しているところであり、今月の下旬には、三重県明和

町と地方創生に係る連携協定の締結を予定していると

ころであります。 

 都市間交流につきましては、交流人口の拡大による

地域活性化を図る観点からも非常に重要であると捉え

ており、友好都市協定につきましても、こうした交流

を継続的に重ねる中で、都市間相互の機運の醸成を見

極めながら検討してまいります。 

 次に、行財政改革についてお答えいたします。 

 行財政改革につきましては、限られた財源の中でも

良質な公共サービスが確実、効率的に実施されるよう、

普段の取り組みが必要と捉えております。市長就任以

来、副市長の一人制、部の統合などの組織のスリム化

などを実施し、現在は、市政刷新推進本部会議におい

て、公共施設の適正配置、職員定数の適正化などの検

討、政策推進会議においては、新年度予算編成に向け

た事業の実施方針の検討を実施し、歳入確保や適正な

歳出規模の維持などに取り組んできたところでありま

す。 

 今後とも、当市を取り巻く厳しい環境の中、限られ

た経営資源でよりよい行政サービスの提供による市民

満足度の向上に努めるため、行財政改革と財政健全化

に向けて、全庁、全職員が一丸となって取り組んでま

いります。 

 次に、震災経験を生かした防災減災の取り組みにつ

いてお答えをいたします。 

 東日本大震災及び台風第10号災害の経験から、災害

時においては、まず市民の皆様へ、迅速で正確な防災

情報の伝達が重要であると捉えており、防災行政無線

をはじめ、通信網を活用したさまざまな情報発信に取

り組んでまいる考えであります。 

 また、市民一人ひとりの防災意識の向上と、自主防
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災組織の育成による地域防災力の向上を図っていく必

要があることから、防災センターを利用しての防災学

習、地域での勉強会、ハザードマップの更新や各種チ

ラシの配布など、地道な活動も重要と考えております。 

 また、災害後の対応である避難所の運営やボランテ

ィア受け入れなど、各分野の活動についても検証し、

今後の取り組みに生かしてまいります。 

 次に、消防団各分団の貸与品についてお答えをいた

します。 

 消防団の装備につきましては、平成26年２月に改正

をされた、消防団を中核とした地域防災力の充実強化

に関する法律の中で、装備の基準が拡充されたところ

であり、これまで国の交付金事業を活用するなど利用

度の高い装備から、その充実に努めてきたところであ

ります。ゴーグルにつきましても、消防団員の視界の

確保を担う重要な装備の一つであると規定されており、

他の装備品等との優先度や市の予算状況を勘案しなが

ら貸与を検討してまいります。 

 次に、自治基本条例の制定についてお答えいたしま

す。 

 制定に向けた取り組み状況についてでありますが、

自治基本条例につきましては、自治体運営の基本的な

ルールや住民の権利、まちづくりの方向性等について

規定する条例であり、市民が主体的にまちづくりに取

り組むために大変意義深いものと捉えております。 

 昨年は、市民との対話により、当市の新しいまちづ

くり及び市政運営の基本方針として、久慈市総合計画

を策定したところであります。自治基本条例につきま

しても、市民の皆様の声をお聞きするとともに、条例

の意義を十分理解していただくことが必要であると考

えており、平成29年度中の制定に向けて検討してまい

ります。 

 次に、大学・専門学校の誘致についてお答えをいた

します。大学・専門学校の誘致につきましては、高校

卒業後に進学のため久慈市を離れる世代の市外流出を

抑制するとともに、学生・教職員の消費効果、学校運

営に係る地元雇用の創出、さらには建設工事による経

済波及効果など、多くのメリットがあると捉えており、

実現に向けて今後とも積極的に取り組んでまいります。 

 次に、民間事業者による風力発電の営業活動につい

てお答えをいたします。 

 侍浜地区で行われている営業活動の状況であります

が、小型風力発電に関する営業活動について、市民か

ら市に対して問い合わせがあったことから、個人宅を

訪問していることは承知しておりますが、営業活動の

具体的な内容は詳しくは承知していないところであり

ます。 

 また、小型風力発電所用地を探している事業者数社

から設置場所の決定に係る関係法令の窓口などについ

て、照会を受けております。 

 市といたしましては、再生可能エネルギーの導入は

促進しておりますが、小型風力発電につきましては、

環境アセスメントの規制がなく、騒音等による問題も

発生しているとの報道もあることから、今後とも市内

における小型風力発電事業の動向を注視してまいりま

す。 

 次に、久慈湾の検潮所についてお答えいたします。 

 検潮所は、毎日の潮位を測定、記録することを目的

とし、湾口防波堤の整備に必要なデータの収集等を行

うものであり、津波観測計ではないことから、湾奥の

高積波とイレギュラーな波の影響を受けない場所に設

置するのが通常であり、現在の位置が 適であると釜

石港湾事務所から伺っているところであります。 

 次に、久慈湾の静穏域の利活用についてお答えいた

します。 

 静穏域の利活用の状況につきましては、昨日も政和

会代表、佐々木議員にお答えいたしましたとおり、湾

口防波堤の完成を見据え、現在、アワビ、カキ及びホ

ヤ等の養殖試験を行っているところであります。 

 今後の進め方につきましては、湾口防波堤工事の進

捗により、湾内には静穏域が拡大していることから、

具体的な利活用が図られなければならないと考えてお

り、まずは養殖漁業のように既に取り組んでいるもの

から先行し、今後は各担当部局による具体的な検討を

進めてまいります。 

 次に、在宅介護者への支援についてお答えいたしま

す。 

 当市では、要介護者を在宅で介護している介護者に

対して、介護者の心身のリフレッシュと介護者相互の

交流を図るため、家族介護教室を開催し、介護者の健

康管理や精神的な支援に努めております。また、要介

護者の在宅生活の支援のために介護用品の支給を行い、

家族介護者の身体的、精神的、経済的負担の軽減を図

っているところであります。 
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 高齢社会の進展により、要介護認定者や認知症高齢

者は増加傾向にあり、介護者の負担は増大するものと

推測されますことから、今後、要介護者が住み慣れた

自宅で安心して生活していくために、地域包括ケアシ

ステムの構築を進めるとともに、計画的な施設整備を

行い、家族介護者の負担軽減に努めてまいります。 

 次に、縁結び支援員についてお答えいたします。 

 現在、12人の縁結び支援員が活動しており、縁結び

支援事業の支援申込者は、男性11人、女性１人となっ

ております。主な活動状況でありますが、支援スキル

向上のための講習会への参加及びいきいき岩手結婚サ

ポートセンターや婚活イベント等の情報について、随

時支援申込者にお知らせするなど、結婚につながる支

援を行っております。 

 なお、現在は、１人が交際中と伺っておりますが、

結婚という一定の成果を得るためにはある程度の時間

を要するものと捉えております。市といたしましては、

少子化対策としての結婚支援は重要な課題と認識して

おり、いきいき岩手結婚サポートセンターとも連携し

ながら、さらに充実した支援に努めてまいります。 

 次に、学童保育所の整備について、お答えをいたし

ます。 

 今年度におきましては、登録児童数の増加により、

特に児童の生活スペースが狭くなっている長内学童保

育所の増設と、学童保育所が未整備であった大川目小

学校区に学童保育所を創設しているところであり、新

年度からは８小学校区に10施設が設置される予定とな

っております。利用児童数は年々増加している状況で

あり、子育て世代における共働き世帯の増加などによ

って、学童保育に対する利用ニーズは高まっているも

のと捉えておりますので、今後におきましても、登録

児童数の推移、保護者のご要望、財政状況等を勘案し

ながら、施設整備に努めてまいります。 

 次に、産業行政についてお答えをいたします。 

 まず、担い手育成の支援についてでありますが、農

業につきましては、県単独補助事業であります、いわ

て地域農業マスタープラン実践支援事業を活用し、生

産施設及び機械の整備に助成しているほか、新規就農

者に対しましては、市単独補助事業であります新規就

農者育成確保対策事業による融資返済への助成や、国

の支援策であります青年就農給付金の給付により、就

農初期の負担軽減等を図っているところであります。 

 また、農業の担い手として相互研さんや経営改善、

情報交換等を通じて、連帯感の醸成等を目的に組織さ

れた久慈市中核農家クラブや久慈市農村青年クラブの

活動に対して、活動補助金を交付するなどの支援を行

っているところであります。 

 林業につきましては、県及び市において、補助を行

っている、原木しいたけ新規参入支援事業を活用し、

原木シイタケ生産に係るほだ木造成費用に対し、補助

を行っているほか、市単独補助事業である木炭生産施

設整備事業において、木炭生産に係る大量製炭窯及び

附帯施設に対し、補助を行っているところであります。 

 また、平成29年４月から、岩手林業技術センターに

おいて、林業アカデミーが開校され、15名が研修生と

して採用予定となっており、このうち３名が久慈東高

等学校からであると伺っているところであります。 

 林業アカデミーにおいては、緑の青年就業準備給付

金事業を活用し、研修生が安心して研修に専念できる

よう、一月当たり12万5,000円が支給されることとな

っており、このアカデミーにより、林業就業者の確保

が進むことを期待しているところであります。 

 水産業につきましては、市単独補助事業において、

アワビ、ウニの種苗放流や深浅移殖、ナマコ増殖事業

等に助成を行い、生産の安定化を図っているほか、新

規漁業就業者に対しましては、久慈市漁業協同組合に

おいて、国の支援策である漁業復興担い手確保支援事

業を活用し、平成28年度において５名の受け入れを行

ったと伺っているところであり、新年度においても、

その後継事業である新規漁業就業者総合支援事業によ

り、新規漁業就業者の受け入れを行った指導者に対し

て、給付金を支給し、担い手の確保を図ることとして

おります。 

 また、漁業就業者確保に係る担い手協議会の設立を

検討しているところであり、同協議会において、青年

漁業者や女性の視点も含めた、当地域に求められる施

策や仕組みなどを協議していく予定としているところ

であります。 

 今後におきましても、一次産業の担い手確保は 重

要課題と認識しておりますことから、担い手育成支援

策の充実について、種々検討を行ってまいります。 

 次に、水産振興についてでありますが、まき網漁船

の誘致につきましては、久慈市漁業協同組合が来年度

において新規に実施する予定と伺っているところであ
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り、市といたしましても、同組合と連携しながら積極

的な誘致活動を行い、加工原料の確保に努めてまいり

ます。 

 次に、市の魚の制定についてでありますが、水産都

市久慈を象徴する魚を定めることは、当市の基幹産業

である漁業の振興に一定の効果をもたらすものと考え

ております。 

 一方、岩手県では、既に県の魚としてサケを制定し

ており、市独自の魚種の制定に当たりましては、市民

誰もが納得する魚種の選定及び選定外となった魚種の

振興策など、検討すべき課題もありますことから、市

民の皆様や関係者等の意見を広くお伺いしながら研究

を進めてまいります。 

 次に、久慈秋まつりの前夜祭会場についてでありま

すが、会場選定につきましては、山車組及びみこし組

で構成されます久慈秋まつり実行委員会において毎年

協議し、決定されているところであります。これまで

は、久慈駅前広場をはじめ、久慈市役所、やませ土風

館、アンバーホールで実施されてきたところであり、

会場選定の視点といたしましては、山車及びみこしの

配置スペースをはじめ、来場者の観覧スペースや安全

性の確保、会場までの山車の運行面などさまざまな要

素を勘案し、決定していると同委員会から伺っている

ところであります。 

 今後の方向性についてでありますが、これまでと同

様、同委員会において、さまざまな条件を勘案し、決

定されるものと捉えておりますが、一方、現在進めて

おります久慈駅前整備におきましては、久慈秋まつり

前夜祭の開催を可能とする観点で設計を行っていると

ころであります。 

 次に、観光振興に係る当市の外国人観光客誘致の取

り組みについてでありますが、岩手の観光統計により

ますと、岩手県内の平成27年の外国人観光客の入り込

み数は、前年対比42.2％増の12万1,491人となってお

り、また当市の平成27年の同入り込み数は、前年対比

85.3％増の925人となっているところであります。 

 当市の取り組みといたしましては、台北国際観光博

覧会など海外でのＰＲ活動、海外の旅行エージェント

を対象とした商談会への参加、パンフレット、ホーム

ページの多言語化や観光施設へのＷｉ癩Ｆｉ設置のほ

か、体験型観光による誘客に取り組んでいるところで

あります。また、当市を舞台とした海外テレビ局によ

る番組撮影の機会がふえつつあり、当市の魅力をより

効果的に発信する機会であると捉えておりますことか

ら、積極的に支援するとともに、関係組織や団体等と

連携しながら、さらなる外国人観光客の誘客に取り組

んでまいります。 

 次に、台風第10号被害の復旧状況について、お答え

をいたします。 

 まず、市が行っている復旧工事の進捗状況について

でありますが、市道、林道、河川、公園、漁港施設な

どが被災し、現在、復旧工事を進めているところであ

ります。その進捗状況についてでありますが、市道及

び林道につきましては、孤立化解消などのための応急

復旧工事を行ったところであり、本格的な復旧工事に

つきましては、来年度以降を予定しております。 

 河川、公園、下水道施設などにおいても、同様に応

急復旧工事が完了したところであり、今後、本復旧を

順次進める予定としております。また、漁港施設につ

きましては、年度内には全ての復旧工事が完了する予

定となっております。いずれの工事におきましても、

１日も早い復旧に向け、全力で取り組んでまいります。 

 次に、県が行っている久慈川の大規模治水工事の概

要についてでありますが、河川管理者である県北広域

振興局からは、台風第10号のような災害が繰り返し発

生しないように、河道内の流木撤去や堤防からの越流

があった箇所を含む区間について、河道掘削を行って

いると伺っております。 

 市といたしましては、今後とも河川の適切な維持管

理が図られるよう、河川管理者である県北広域振興局

に対し、引き続き要望してまいります。 

 次に、久慈渓流沿いの国道281号旧道部分の災害復

旧についてでありますが、市道認定し、供用されてい

る区間については、公共土木施設災害復旧事業費国庫

負担法の対象となり、災害復旧工事を行うこととして

おります。 

 また、当該路線は、県立自然公園など関係機関との

協議が必要となることから、自然環境に配慮した復旧

に努めてまいります。 

 次に、市道小久慈線長内橋付近の渋滞解消について

お答えいたします。 

 昨日の政和会代表、佐々木議員にお答えいたしまし

たとおり、右折レーンを設置した交差点改良が有効で

あると考えており、今月、交差点詳細設計業務を発注
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し、設計がまとまり次第、用地及び補償の交渉を行い、

工事を実施する予定としております。 

 今後におきましても、早期完成が図られるよう整備

促進に努めてまいります。 

 後に、久慈川の堤防整備についてお答えいたしま

す。 

 久慈川の堤防未整備区間の築堤についてであります

が、河川管理者である県北広域振興局からは大成橋上

流右岸の無堤区間については、治水対策を検討してい

きたいと伺っております。市といたしましても、当該

箇所の築堤について、早期完成が図られるよう県北広

域振興局と連携を図ってまいります。 

 以上で、創政・公明クラブ代表、桑田鉄男議員に対

する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  創政・公明クラブ代表、桑

田鉄男議員のご質問にお答えをいたします。 

 初に、総合運動公園整備についてお答えをいたし

ます。 

 まず、昨年12月に実施したワークショップで出され

た意見についてでありますが、施設の規模や施設に附

属する管理棟内部の設備、照明や放送設備等の備品の

追加、フィールドやスタンドの座椅子等への要望が出

されたところであり、出された意見等につきましては、

実現可能な範囲で計画に反映させるよう検討してまい

ります。 

 次に、小中学生の問題行動等についてお答えをいた

します。 

 いじめ・暴力行為については、いじめ及び暴力行為

の問題に関する実態把握調査として、学期ごとに調査

し、状況を把握しております。また、不登校児童生徒

については、毎月欠席が７日以上及び累積欠席日数が

20日以上となった児童生徒について、各学校の状況を

取りまとめております。 

 このほか、文部科学省の児童生徒の問題行動等生徒

指導上の諸問題に関する調査で、暴力行為やいじめ、

長期欠席等の状況を毎年度調査しており、平成28年４

月に実施した同調査での久慈市のいじめ認知件数は、

小学校は66件、中学校は37件となっております。また、

今年度教育委員会に報告のあった問題行動は13件とな

っております。 

 今後も各学校と連携を密にし、未然防止に努めると

ともに、早期発見早期対応が図られるよう継続した指

導支援をしてまいります。 

 次に、子供の肥満についてお答えをいたします。 

 当市の児童生徒の肥満率でありますが、今年度の状

況は13.52％であり、岩手県の児童生徒の肥満率

10.79％、全国の児童生徒の肥満率約８％と比べ、高

い数値となっております。 

 対策として、各学校において、休み時間を利用した

マラソンの実施、栄養教諭による食育指導など、運動、

食事、栄養管理等、多様な面から肥満対策に取り組ん

でいるところであります。今後におきましても、継続

的に肥満対策を行い、児童生徒の健康の保持増進に努

めてまいります。 

 以上で、創政・公明クラブ代表、桑田鉄男議員に対

する私からの答弁を終わります。 

○議長（中平浩志君）  この際、昼食のため休憩いた

します。再開は午後１時30分といたします。 

    午後０時17分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後１時30分   再開   

○議長（中平浩志君）  休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

 創政・公明クラブ代表、桑田鉄男君の一般質問を継

続し、再質問、関連質問を許します。11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  再質問させていただきます。

初に、項目の１番目の国内友好都市協定の締結につ

いてでございます。 

 実は、昨年10月なわけですが、袖ケ浦の市議会議員

の選挙があったようです。そこで、候補者の方、当選

した方のマニフェストなんですが、26年に友好交流協

定、議会ですが、これを始めた久慈市との物産交流を

始める、そして両市間の経済交流に発展させますとい

うのをマニフェストに持った方がございました。いず

れ、なかなか簡単に、すぐそれじゃ、友好交流協定と

いうのも大変かなとは思います。こういうことをしな

がら発展的に進めていけばいいんじゃないかなと思う

んですが、実は、市長が１月の末に袖ケ浦を訪問した

と聞くんですが、そのときの感触をお聞かせをいただ

きたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  １月30日に袖ケ浦市にお邪魔
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いたしまして、市長さんとお会いしてまいりました。

久慈市議会と袖ケ浦市議会がこれまでも交流を重ねて

いるということもありましたので、表敬訪問を兼ねて

お訪ねいたしました。 

 その際に、友好都市協定、あるいは防災協定のお話

を私からいたしましたが、袖ケ浦の市長さんは、慎重

に考えていきたいというお話がありましたので、これ

から時間をかけておつき合いをしていきましょうとい

うお話になりました。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  私ども会派で去年、いわゆる

経済交流ということで、いろんな食材等を持って、出

口市長さんにも出席をいただいて、いろいろ交流をし

たわけですが、そのときに、市長さんのほうから、と

りあえずは防災の協定でもという話が出たもんですか

ら、私どももすごく期待をしておったんですが、今、

慎重にというふうな話があったということのようでご

ざいます。 

 いずれ、議会が先行して、いろいろ交流をしてるん

で、もしできるのであれば、機会を捉えて、議長なり

と一緒に訪問するとか、あと総合政策部長も任期がな

くなるんですが、局長時代、そして昨年、私どもとも

一緒に訪問してますんで、いろいろ状況詳しいと思う

んで、その辺は一緒になってやっていけばいい方向に

行くのかなと思ってました。 

 いろいろ議員さん方とお話をする中では、いずれ経

済交流、やっぱりこれが大事だなと、袖ケ浦には袖ケ

浦のやっぱり農産物なりいいものがあると。久慈は久

慈で海産物、水産物等もあるんで、そこら辺をいろい

ろ持ち寄ったりしながら交流できればいいな、そして

将来的には友好都市の協定までいければいいなという

ふうな話もしてございますので、双方が議会、そして

市長さんのところでいろいろ突き合わせ、話し合いを

しながら取り組んでいければいいのかなと思うんです

が、再度、考え方をお尋ねします。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  私、かねてから国内の各全国

の市町村ともいろいろおつき合いをして、物産観光、

そして災害があった際には、お互いに支援し合うとい

うふうなネットワークづくりが非常に重要だと思って

おりまして、今回もできればというお話をしたんです

が、袖ケ浦市長さんは、全国いろいろな形でのそうい

ったおつき合いもたくさんしていますというお話があ

りまして、災害については、東京都の直下型地震等の

話題も出てるわけですけども、災害については万全で

すというふうなお話もありまして、ちょっとこれは時

間をかけながら、ちょっと時間をかけていく必要があ

るなというふうに思っております。 

 物産の交流については、これは民間レベルでもでき

ますので、それは進めたいと、私もぜひこれは進めた

いと思って行ったのですが、何せ相手があることです

ので、そういうふうな、今回はそういうお話になりま

した。これからも議会でせっかくのこういうおつき合

いがされてますので、大事にしていきたい相手だとい

うふうに思っております。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  いずれ、せっかく交流があっ

てますんで、この火を消すことなく、今後もいろいろ

取り組んでいければいいなと思うので、私どものほう

でもそれなりに頑張りますんで、よろしくお願いをし

たいと思います。 

 次に、行財政改革のところです。実は、いろいろ市

長、先ほどの答弁では、取り組みもしているし、それ

なりの効果も上がっているというふうな答弁だったと

思うんですが、保育園の民間移譲に取り組んで、長内

保育園、そして侍浜保育園が民間に移ってます。その

後、話が出てないんですが、その考えは、もうなくな

ったということでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  保育園の民間移譲の

件でございました。今現在、久慈市の公立の大きい保

育所は、小久慈と、それから久喜ということでござい

ますが、久喜につきましては移譲も考えてはおります

が、なかなか受けるところがないという状況にござい

まして、話が進んでいないという状況にございます。 

 また小久慈につきましては、小久慈は、障害をお持

ちのお子様も結構預かっておりますし、民間で受け入

れていただけない場合は小久慈でお預かりするという

ケースもございますので、小久慈につきましては、継

続して公立でやっていきたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  いずれ市政刷新推進本部会議
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ですか、ここでいろいろ検討をされているということ

のようですが、いろいろ効果等につきましては、内部

での評価、それから外部での評価、いろいろあると思

うんですが、やっぱりきちんとした評価をしていくた

めには、外部から評価してもらうということも非常に

大事なことではないかなと思うんですが、そういうふ

うな考えはないか、お尋ねをします。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  行財政改革で、今桑

田議員お話しのとおり、市政刷新推進本部会議を何回

も開いて、今やっているところでございます。現在の

刷新推進本部会議は、いわゆる庁内メンバーによるも

のですので、それぞれの担当部署で公共施設の指定管

理とか、公共施設の廃止、民間移譲、それから公共施

設の移転配置、利用料金の見直し、公民館のコミュニ

ティセンター化、組織職員定数、小中学校の適正配置、

国保税の見直し、それに超過勤務の縮減を加えまして、

この９項目でやっております。 

 庁内メンバーでそれぞれの部署がそれぞれ取り組ん

でいるところでございますが、今お話しのような外部

からの視点というものも非常に重要だと思ってました。

そういう部分で、その部分につきましては、今後やっ

ぱり検討していきたいと考えております。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  市長の施政方針演述の中にも

あったんですが、いずれ歳入についても、大変厳しい

状況になっていると思います。合併から10年を経過し

たことで、交付税の算定替え等もあります。そういう

ことで、いわゆる隠れ再建団体に近いようなところも

いろいろあちこちで出ているとも聞くわけでございま

す。そういう状況にならないためにも、ぜひこの外か

らの視点、外部からの視点を大事にしながら、この行

財政改革にも今後も積極的に取り組んでいただきたい

と思うんですが、市長、どうですか。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  市の内部の評価ですと、やは

りともすると甘くなりがちなんです。現場の状況がわ

かる、いろいろ関係の方の顔も見えてくるとか、そう

いったこともありますので、やはりこれでは、そうい

う状況では改革が進まないというふうにも感じており

ますので、外部からの目線で評価いただいて、それに

基づいて方針を定めるということは非常に大事だとい

うふうに考えておりますので、ぜひその方向で進めて

まいりたいと思っております。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  次に、震災経験を生かした防

災減災の取り組みについてでございます。 

 これも実は２月に、東京都の小金井市の市長さん、

そして篠原議長さんを表敬訪問しました。会派で行っ

て、政和会の砂川議員にもご同行願ったんですが、そ

のときに、西岡市長さんのほうから、久慈市は大津波、

そして台風災害、この大きな災害を経験しているんで、

東京都のさっき市長のほうのお話にもあったんですが、

直下型地震等も想定される、こういう中で、久慈市の

経験をぜひともご教示をいただきたいというのが挨拶

の中にもございました。小金井市の市長さん、言うと

おりだと思いますし、このことは小金井市が参考にし

たい、そういうふうな話でございましたので、きちん

とよかった点、問題点、いろいろあると思うんで、そ

の取り組み状況については把握をしていなければ、い

ずれ小金井の市長さんなりにも聞かれるときが来るん

じゃないかなと思いますので、その辺について、きち

んと取り組みをすべきと思うんですが、考え方をお尋

ねします。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  小金井市長さんのほうか

らそういったお話があったということで、まさしく大

震災、それから台風10号と大きな災害を続けて被った

わけでございますけれども、それに対する対応した検

証といいますか、反省点、それからどうやっていくべ

きかという部分は非常に大切な部分だと思っておりま

す。 

 ただいま検証作業も継続してやっておりますけれど

も、それらを取りまとめまして、今後の方向性等も含

めて今検討をしているところでございますので、議員

おっしゃったとおり、そういった部分については、し

っかりと取りまとめをして、考え方をまとめていきた

いというふうに考えております。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  次に、６番の大学・専門学校

の誘致についてでございます。 

 市長の答弁も、多くのメリットもあるんで積極的に

取り組みたいということでございました。やっぱりこ

ういう大学なり専門学校、こういうのがあるところは
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比較的元気があるまちだとも言われております。また、

大学の一極集中の是正、これも国のほうでも話が出て

いるようでございますので、アンテナを高くしながら、

いろいろ情報を得ながら、積極的に進めていただけれ

ばと思うんですが、再度お考え方についてお尋ねをし

ます。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ただいまの点でございますけ

ども、日本全体が少子化が進んでいくというふうな状

況の中で、新設大学の誘致は非常に難しいというふう

に思っております。以前ありましたアレン短大につい

ても、入学者が確保できないということで廃校という

ふうなことにもなりました。 

 さらに状況が厳しくなって、今もう大学間の学生集

めの熾烈な競争が始まっているというふうにも言われ

ております。東京都では、郊外に移転した大学が都心

部に再回帰だと。やはり学生志向としては、東京でも

また中心部に希望者が集まる傾向もあるというふうに

は聞いておりますが、国においては、地方分散を検討

されているということですので、これについては、久

慈市も、そういう意味ではその分をしっかりと取り組

んでいく必要があるというふうに思っております。 

 久慈市には、専門学校も全くない状況です。現在、

介護関係の専門学校、できれば看護の専門学校を久慈

市にもぜひ欲しいというふうに、地元の需要も非常に

高いわけですけども、ただ、看護系につきましては、

盛岡周辺に四年制大学を二つ開校すると、２校開校す

るということで、県内でも盛岡周辺に集中する傾向が

ありますので、当面は介護関係、これについて、いろ

いろ声かけもして、具体的にはお話もいただいている

ところもありますので。ただ可能性はこれからという

ことの段階ですが、まちの活性化、経済の活性化の上

も含めて、そういった学校が開設されるというのは非

常に久慈市にとって大きな明るい話題になると思って

おりますので、これについては、今後とも引き続きし

っかりと取り組んでまいります。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  さっきも話しましたが、いわ

ゆる今市長の答弁にもあったとおり、一極集中、集中

されるのを何とか分散をというのもあるようですので、

アンテナを高くしながら、情報を得ながら取り組んで

いただきたいと思います。 

 あと、次に、久慈湾の潮位を測る分なんですが、私

の認識不足だったんだかもしれませんが、計測ヤード

といいますか、市場の向かいのほうにあるとこで、津

波等のときも潮位を測っているのかなと思ったら、先

ほどの答弁ですと、何かそんな感じじゃないのかなと

いうふうなことだったんですが、その辺、ちょっとお

聞かせいただきたいと思います。どこで津波のときに

は潮位を観測してるのか。 

○議長（中平浩志君）  川合港湾・エネルギー推進担

当部長。 

○総合政策部付部長（川合政伸君）  津波の計測につ

きましては、久慈湾の中の諏訪下地区、すいません、

堀込地区、特に漁協さんの向かいのあたりに検潮所が

ございまして、そこから津波の観測を行っているとい

うところでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  先ほどの答弁ですと、今の位

置で問題がない、 適だというふうな答弁だったんで

すが、そうすれば、あそこで問題がないという捉え方

でいいんですか。 

○議長（中平浩志君）  川合港湾・エネルギー推進担

当部長。 

○総合政策部付部長（川合政伸君）  以前にもお話し

いたしましたが、久慈の湾の特別な地形によって、か

なり津波のほうの水位が地形の影響で高くなるという

現象があるというふうにお伝えをしておりました。実

際におきましては、津波は実際よりも低い数字になる

かと思いますが、実際にこの堀込地区において、それ

だけの津波が来ているということであれば、逆にその

津波の高さを低く表現するということは、非常に安全

上問題であるのかなというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  実は、去年の11月の津波注意

報が出た、その前のチリ津波もそうです。いずれも全

国放送でＮＨＫでバンバン岩手県久慈市がもう潮位が

高いということで流れるんで、いろんなとこから心配

をして電話をもらったりとかしています。逆に、今部

長の答弁のとおり、低めに出るよりは高めに出たほう

がいいのかもしれませんが、ただあまりいい、何と言

いますか、感覚は持たれないのかなと、久慈は波が高
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いところだと、津波が来るところだというふうな感じ

に思われるのもいかがなもんかなというふうな気がし

ますし、これは直接関係ないかもしれませんが、教育

旅行の関係も、去年まで来ていたところが２校かな、

ことしは来ないということにもなったやにも聞きます。

そういうのが影響していなければいいなと思っている

んですが、ちょっと心配な部分なんで、いかがでしょ

う。 

○議長（中平浩志君）  川合港湾・エネルギー推進担

当部長。 

○総合政策部付部長（川合政伸君）  少し高いという

ことで、新聞などにも日本の中で一番高いところは久

慈港だという、言い方を変えれば、非常に悪いような

風評を受けているというところはたしかでございます。 

 ただ、東日本大震災が起こったとき、湾口防波堤に

つきましては、まだ700メーターしか概成してなかっ

たと。今はどのぐらいかと言いますと1,865メーター

ということで、非常にこの６年間で1,000メーター以

上も延びているということで、非常に急ピッチで湾口

防波堤をつくっているところでございます。 

 この湾口防波堤ができれば、地形による水位の上昇

ということは、まず考えられないものでございますの

で、しばらくの間、この整備について見守っていただ

ければということに思っておりますので、ご理解をお

願いいたします。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  今湾口防波堤の話が出ました。

いずれ通告でもしてるんですが、湾口防が完成した後

の静穏域の利活用についてでございます。 

 これは先ほど登壇しての質問でも申し上げましたが、

国の直轄事業として湾口防が採択して以来、マリノ

ドーンプラン、古い話を持ち出して申しわけないんで

すが、海洋の夜明け構想ということで、これから見ま

すと、ほぼ順調に進んでいると思ってました。 

 安全防災対策、これにつきましても、いずれ半分、

ことしで湾口防もできるということでございますし、

あと大型港湾の利用とか、あとは半崎工業団地、県誘

致ですが、ここには北日本造船がやはりついて、大変

従業員の方もたくさんいるということで、これもいい

方向に行っているし、あと水産業の振興ということに

なれば、先ほど市長の答弁にもあったとおり、いろい

ろ今試験等にも取り組んでいるアワビ、カキ、ホヤと

いうもの等も具体的な検討を始めているということで、

ほぼ順調に進んでいると思うんですが、これが大事だ

なと思ったのが、観光レクリエーション基地の開発と

いうのが、このプラン構想にあったわけでございます

が、こちらについての検討状況、取り組み状況はどう

いうふうになっているのでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  川合港湾・エネルギー推進担

当部長。 

○総合政策部付部長（川合政伸君）  ただいまお話の

ございましたように、マリノドーンプランというとこ

ろがございまして、湾口防波堤ができれば、1,200ヘ

クタールの非常に広い海域があるというところで、こ

の利活用をぜひ考えていきたいというふうに考えてお

ります。 

 現在におきましては、南防波堤ができたということ

で、逆に湾の南側のほうが、もう既に静穏海域になっ

ている部分があるというところで、そのことにつきま

して、水産関係のことでいろいろな具体的な対策とい

うものを実験しているというところでございます。 

 一方で、観光交流につきましては、各方面からいろ

いろ、調査をしているところでございますけれど、な

かなか進展がしないと、まだまだちょっと早いのでは

ないかと、全域の湾というのが、まだ穏やかでないと

いうところもございまして、少しスピード的には検討

がおくれてきているというところでございますが、残

り12年で湾口防波堤が完成するということを考えます

と、もうそろそろ具体的に各分野でしっかりとした検

討を積み重ねていかなければならないというふうに考

えておりますので、これからはピッチを早めて進めて

いきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  11番桑田鉄男君。 

○11番（桑田鉄男君）  時間がなくなりましたが、急

いで質問します。13番の産業行政のところの水産振興、

花鳥木に加えて、市の魚を制定すべきという、先ほど

提案をいたしました。市長からは、いずれいろいろ検

討したいと。ただ、制定されなかった、除外された魚

についてはどうなのかなというふうな話もあったんで

すが、いずれ、それはそれでいいと思うんですが、こ

う見ていけば、近くでは、階上町、ここはアブラメを

町の魚にしてます。そして、昨年、暮れには、どんこ

祭りも開いたようです。あと洋野町は、もうあまりに
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も有名になったのはウニでございます。あと隣の野田

はホタテですし、普代のサケは、ホテルニューオータ

ニの中島料理長が直接来てみて、普代のサケを年間５

トンぐらい使うという話にもなったようですし、あと

宮古市ではタラ、これが６年連続日本一の水揚げがあ

ったということで、タラのブランド化を図るというの

も出してございます。 

 ただ、ご承知、前にも質問したことがあるんですが、

タラについては、久慈、九戸、種市、洋野のほうを含

めて、宮古港にはこちらの漁業者の人が大分貢献をし

ていると思います。水揚げされたものをほとんど宮古

に配っている状況もございます。そういうことも考え

ながら、ぜひ市の魚も制定をしていただきまして、ブ

ランド化を図ったり、水産振興をしていただければと

思うんですが、時間がないので簡単でいいですので、

お答えをいただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  市の魚の制定につい

てのところで、近隣の市町村等の取り組み状況につい

てもご紹介をいただきました。当市の場合にも、いろ

いろと魚種的にはあるわけでございますが、ただいま

のタラの件もそうですし、それから八戸がイカを売っ

ているというふうなことで、当市もかなりイカについ

ては、２年前までは相当な水揚げがあったわけでござ

いまして、高鮮度のイカを何とか販売できないかとい

うふうな取り組みについても、現在行っているところ

でございますので、いずれ久慈市ならではのものとい

うふうなことで発信できるようなものを今後とも検討

してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  創政・公明クラブの桑田議員

の一般質問に関連し、質問項目12番、学童保育所の整

備と、13番、水産振興を関連質問いたします。 

 まず第１点目の12番、学童施設所の整備についてで

ございます。 

 先ほど来、市長からの答弁がありました。実は、27

年12月、そして28年３月にも質問が出ておりましたけ

れども、長内学童、そして小久慈学童が優先的に改善

をしていかなければならないという話があったわけで

あります。長内学童につきましては、今年度４月１日

から入所ができるというように聞いているわけであり

ますけれども、昨年の台風10号に対して莫大な損害を

受けている中で、施設のほうの当初の計画どおりの支

出ができたのかを問います。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  長内学童の計画どお

りの整備というご質問ととれましたが、それでよろし

かったでしょうか。 

 長内学童でございますが、４月１日からのオープン

を予定しております。工事費でございますが、約

3,200万円ほど、これにつきましては予定どおりの整

備が進められたというふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  そこで、新年度、小久慈学童

に対しての予算といいますか、計画としての状況を説

明してもらいたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  新年度予算での小久

慈学童の予算措置ということだと思いますが、新年度

当初予算では予算はついておりません。というのは、

平成27年、長内学童は50人の定員に対して61人の入所

者があったという状況でございましたが、平成28年度、

昨年は53人に減りました。また、来年度、29年度も53

人の見込みでございます。当初想定したよりは、小久

慈でございますが、当初予定したよりは入所者がふえ

ていないという状況にございますけども、ただしかし、

１人当たりの面積は、依然として厳しい状況にござい

ます。優先度も高いというふうには思っておりますの

で、緊急性、あるいは財政状況等も勘案しながら、補

正で対応できるのであれば、そういうふうなことも視

野に入れながら検討してまいりたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  今の時点では、小久慈学童に

関しての人数が減ったということで、予算を取らなか

ったということの解釈でよろしいんでしょうか。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  当初予定したよりは

ふえていないという状況にございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 
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○９番（二子賢一君）  実は、２月の28日に小久慈学

童のほうに寄らせてもらいました。そして、指導員の

方ともお話をさせてもらいまして、いろいろとご意見

を伺ったところであります。 

 まず、私が初めて寄らせてもらったんですが、学校

から学童までの距離なんですが、道路を渡っていくわ

けですけども、岩泉線との中で、かなりダンプの往来

が激しい中で子供を誘導していくというふうなことで、

指導員の方々がついて、学童まで案内してるというふ

うな話やら、そして、施設の中では障害を持った子も

いるというようなことで、その部屋が小さいために、

何としても増設をお願いしたいというふうなことで、

市長交渉もあったわけで、私も参加をさせてもらった

わけですが、みずから図面を出してお願いをしている

というふうな話も聞いてたものですから、今年度の予

算の中で対応してくれるもんだというふうな思いで話

を聞いてたわけですけれども、今人数が減ってるとい

うふうなことで予算を取らなかったというふうなこと

では、ちょっと戸惑いを隠せないというのが本音なん

ですが、再度聞かせていただきたいなと思います。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  小久慈学童につきましては、

以前からお答えしておりましたとおり、長内学童に次

いで、かなり手狭だというお話がありました。29年度

予算の検討も指示をいたしましたが、入所希望者が減

ってるという話もありましたし、従来ですと、用地を

新たに隣接に取得して、しっかり建物を建てるという

ことで、私は話を聞いておりましたけども、そこまで

やらなくても、土地はお借りして、ある程度のプレハ

ブでもあれば対応できるんじゃないかという話も出て

まいりましたので、ちょっとそれは今のお話とちょっ

と違うのもありますけども、従来から私が聞いており

ました話と、ちょっと状況が変わってるということで

ありましたので、もっとやっぱり再度、現場の皆さん

としっかり話を聞いた、調整した上で何が必要なのか

ということを検討する必要があるということで、当初

予算には盛らなかったものでございますので、そこの

ところである程度のものを、例えばプレハブでもとい

うことであれば、それは補正でも考えていきたいとい

うふうに思っている状況でございます。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  そういうことであれば理解を

しますけれども、去年、おととしの暮れからの長内学

童の次は小久慈学童というふうに言われているもんで

したから、指導員に現場サイドにはその旨、話をして

たわけですけれども、今新年度に対しての予算がつい

てない、そういう状況の中で現場サイドには話をして

いるのか、連携がとれているのか、その辺をお尋ねし

ます。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  現場サイドに対して

予算がついていないということを報告しているのかと

いうご質問でございますが、そもそもいつ整備すると

かというお話もしておりませんので、そういうふうな

お話をする状況になっていないということでご理解を

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  そうしますと、確認をします

けども、つくるというふうなことじゃなくして、そも

そも白紙状態だから話をしてないんだという、そうい

う解釈でしょうか。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  緊急性があるということで、

これまで答弁をしてまいりましたので、先ほど私がお

話ししたような、例えば借地でもプレハブでもという

のも、現場からもそういう話があるということですの

で、話はしてますが、議員がお聞きになった方とそこ

ら辺が情報がうまく伝わってない可能性もありますの

で、改めて担当のほうを現場に出向いて、どういう施

設にすべきか、あり方はどうすべきかということをや

りますので、ご了解いただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  ぜひ行動に移してもらえれば

と思います。 

 続きまして、13番の（２）の①水産加工業者の加工

原料不足に伴う漁船の誘致ということで、まき網とい

うお話がありました。漁協さんとの連携の中で、まき

網船の誘致を進めていくということでありましたけれ

ども、具体的にどちらのほうからの誘致を考えている

のか、お聞きいたします。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  水産振興にかかわり

ましての、まき網船団等の誘致というところで、具体
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にどちらかということでございますが、久慈市漁協さ

んのほうからは、銚子のほうをターゲットとしている

というふうに伺っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  新聞等で報道になっておりま

したけれども、八戸の施設、ハサップ型の施設が使わ

れてないというふうなことで大分混乱をしてるという

報道があったわけであります。そして、今産地間の、

産地市場の外来船の誘致というふうなことで、活発に

誘致活動をされているような状況も伺うわけでありま

すけども、久慈市としましても、昨年の水揚げが25％

減というふうな中で、果たしてそのまき網船、銚子方

面に行っての誘致活動をする中で、１隻でも入ってく

れるような施策があるのかお尋ねします。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  実績が伴うかという

ふうなお尋ねだと思いましたが、いずれ実績が伴うよ

うに、我々とすればしっかりと連携し、取り組んでい

きたいと思っておりますし、あと現在、銚子というこ

とですが、これはまき網ということでございまして、

それ以外にもこれまでにもイカとか、あるいは宮古、

釜石方面からのトロール等の誘致についても取り組ん

でおりますので、これについても引き続きしっかりと

取り組みながら、１隻でも多く久慈港に水揚げしてい

ただけるように進めてまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  漁協さんとの連携の中で誘致

を活発に進めていくという話でありますけれども、現

実として、加工業者の方々が、その巻き網船に対して

の思いというものがどういう思いなのか、その辺も聞

いていることであれば、お伺いしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  加工業者の部分でご

ざいますが、まさに今現在、加工原料が不足している

というふうなことで、久慈市冷凍水産加工業マルスイ

につきましても、その原料となるサバを銚子方面から

入れているというふうな現状もあるというふうなこと

も伺っております。 

 ということで、その誘致活動について、その加工業

者も連携するような形で取り組めるかどうかというと

ころについても、今現在、協議しているところでござ

います。いずれ加工業者の思いをしっかりと受けとめ

ながら進めてまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  ９番二子賢一君。 

○９番（二子賢一君）  このまき網船ということにつ

きましては、１そう当たりの搬入数量というのは100

トン、200トンというものが入ってくるわけでありま

す。そして、その水揚げした後の氷、これは80トンか

ら100トンのものを積んでいくということも伺ってい

るわけであります。そしてまた、資材関係、あるいは

運送業務の方々が１隻入ることによって大きな動きが

出てくるというふうなことで、加工業者のみならず、

運送業務、あるいは資材、調味料、数多くの方々の普

及効果というものが大になっていくものだろうと思っ

ております。ぜひ今年度の実績、入港できるように

大限の努力をしていただきたいなと思って、関連質問

を終わらせてもらいます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  創政・公明クラブ、代表質

問いたしました桑田議員の一般質問に、何点か関連質

問をさせていただきます。 

 まず初めに、順番項目、順番、行ったり来たりしま

すが、14番、台風第10号被害の復旧状況についての②

になります。28年度中は、中の橋から上の橋上流、今

土砂撤去をしているわけですけども、29年度、または

30年度の撤去作業は随時なるのかをお尋ねいたします。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  答えからだけ言いますと、

継続して実施するというふうに伺っております。ただ、

どの場所をどのぐらいというのは、道があったり、こ

れからの調査もあるということで、まだ具体に県から

示されていないところですので、ちょっと明言できな

いところでございます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  今答弁では、順次して行く

予定だということで安心しました。 

 というのは、きょうの岩手日報では、県の事業とし

て、川口に消波ブロックを据えつけて、海側からの土

砂で閉塞する状況をできるだけ排除するような記事で

した。そうすると、中心市街地のところだけ土砂を取

って、出口も取って、その出口までの間が撤去になら



－123－ 

ないというのは、また被害が出るというのは誰でもわ

かると思いますので、ぜひあわせて、出口のそれの流

れに沿っても、ぜひ土砂の撤去を強く要望してほしい

なと思っておりますので、引き続きよろしくお願いい

たします。 

 あと６番の大学・専門学校の誘致ですけども、先ほ

ど市長はこの地域は介護の専門学校が需要があるから

適してんじゃないかということでありますけども、さ

すがに大学・専門学校となりますといろいろなハード

ルがあるやに私も思います。 

 そこで、岩手大学とも久慈市は提携をやってると思

います。いずれその大学の教授、准教授の方々の分室

とかサテライト方式で教室を開いてもらうとか私はそ

ういう考え方でもいいと思うんですが、考え方お願い

します。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今岩大との提携で、

いろいろサテライト的な部分のお話がありました。今

年度から、岩大のほうですと水産学系が創設になりま

して、そこの学生さんたちは残念ながら釜石市のサテ

ライトのほうでも活動してるというなお話を聞いてお

ります。 

 今回、せっかくの水産学部のそういう部分できませ

んでしたが、いろいろな部分でサテライトでもいいか

ら何か久慈のほうでも提携の上で大学の活動、そうい

う場ができればと思ってましたんで、ここの点につき

ましてはいろいろ検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  研究して検討してもらいた

いなと思います。久慈市には、さかなクンという大学

生なのが准教授だったと思うんですが、水産関係の准

教授でありますので、やっぱり久慈市とつながりのあ

る方をぜひ呼んで、隣りの長内校舎というのは日中空

いてると思いますので、そういう金のかからない久慈

市のつながりのある准教授をやっぱり呼んで、若い人

たちに久慈市に来てもらって消費、交流人口をふやし

ていくべきだと思いますので、そういう取り組みもぜ

ひお願いをしたいなと思っております。 

 項目の２番に入ります。先ほど行財政改革について

は、市長から答弁がありました。 

 その中で、総合政策部長がお話になりましたけども、

先ほども午前中もありましたが小中学校の適正配置、

これが一番の行政改革につながると私は思ってます。

多分これは一番厳しい、地域の方々、ＰＴＡの方々、

あと児童生徒のことを一番に考えるという教育長の話

です。 

 多分一番難しいと思ってんですが、隣の洋野町はこ

れやってたんですよね。合併後にこれが進んで行革に

なってんですよ。このことによって財政状況も良くな

ってんですよ。そういうのの認識とか考え方をお伺い

いたします。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  財政状況をよくするため

にそういった改革が必要でないかということでござい

ますが、そういった小中学校の適正配置といいますか

そういった統廃合等も含めまして、そのほかに久慈市

で持っているいろいろな施設等もあるわけでございま

す。そういったものも含めての統廃合というのは、や

はり必要になってくると思います。 

 やはり施設がいっぱいあるということは、そこには

人員配置も必要ですし、維持管理費も必要になってく

ると。そういったところで効率を図っていくという点

では、財政状況には大きく影響してくるものだという

ふうに考えます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  行政改革はいずれ何かを評

価をして、久慈市が持ってる財産をどこかの時点とい

うか、今やらなければならない時点だと思うんですが、

それをやっぱり適正に評価をしてどうしても切らなけ

ればならないのと、金をつぎ込むとこというのはおの

ずと変わってきて当たり前なんですが、ここに一般会

計予算の概要の記者会見の資料があります。 

 この中には、概要に予算というか、ことしの225億

が肥大化の状況だって書いてます。それは、皆さんの

資料を見れば手元の資料にもちゃんと記者会見資料が

あるわけですけども、肥大化になる前に市長が就任当

初は一律５％の予算を削っていったのが事実だと思う

んですが、そういう何というんですか評価をして、な

らこの肥大化をさせないために何か切ったとか、行革

の中で、削減したとかというのはどこなのか教えてく

ださい。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  先日の29年度の一般会計の記
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者会見資料でございますけども、ここのくだりは東日

本大震災に加え、昨年の台風10号に係る復旧復興関連

事業費により予算の肥大化が継続してる状況にあるも

のと考えておりますというふうなくだりですので、台

風10号のこともしっかり認識いただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  それをわかっていて何かを、

評価が低いのを切ったかって話を尋ねてました。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  例えば、市の単独の道路経

費、それらについてはゼロ査定しております。それか

ら、各種の補助金についても５％カットしたところも

ございますし、さまざまな面で市の一般単独でできる

分、それらについてはゼロ査定にしたところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  今副市長がお答えし

たとおりでございますが、実は予算査定の前段として、

政策推進会議というのをことししっかりと対応いたし

ました。 

 ほぼ全課にまたがってのいろいろな事業を出してい

ただいて、それを何日もかけて一つ一つ検証しました。

その結果、実際の検討は、ことしは全事業をローリン

グをしたんですが、大きな主要な事業について、時間

の関係もありますんでやりましたけども、実施53、一

部実施２、縮小30、終期設定７、廃止16、そのほか一

部廃止１、継続検討18、統合１というような形で、現

実的には政策推進会議の中ですと事業費としますと、

今副市長が言いました道路、新年度はほとんど普通建

設工事等は削減したところでございますが、事業費と

しますとその時点ですと12億638万円、それから一般

財源で申しますと３億7,800万ほどの削減を実施して

おります。それをもとに予算査定になったという形に

なります。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  今いろいろな削減をしたと

いう話ですが、28年度からすると10億7,000万多い予

算案ですね。そうすると、なかなか評価をして切った

かっていうのはなかなかここで見えてこないですよ。 

 何が一番久慈市としてだめな方向に向かってんじゃ

ないかというような、登壇した桑田議員もお話をして

ますが、再建団体になってはだめなわけですけども、

その割に前年度比10億も膨らんでる。そしてそれが財

源確保が一段と厳しいというのが予想される中で、と

いうのはちょっと私はなかなか理解しないんですけど

も、いずれにしてもそういう評価をして財源を、予算

を、事業を見ていく必要が私はあると思います。 

 いずれ、限りなくだめになるような方向に行っても

らっては私も困るし、市民の皆さんも困ると思います

し、職員の皆さんも困ると思いますので、いずれそう

いう状況にならないようにぜひ日夜努力してほしいな

と思います。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  どういうことがだめな方向

に向かってるのかというのは私さっぱりわかりません

が、今担当部長のほうからも詳しく説明申し上げまし

たが、いろんなことでもって軽減して自主財源の確保

に努めてるわけです。 

 そして今は、市長からも申し上げましたが、台風10

号それから震災復興の復旧事業を全力で取り組むんだ

ということでございますので、当然にその分の経費は

通常ベースよりも大きな金額が必要になるということ

でございますのでご理解願います。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  だめな方向というのは、先

ほども言いましたが再建団体にならないようにという

意味です。それでいいです。だから努力してほしいと

言ってました。 

 次に移ります。13番の３（３）です。先ほど、市長

は答弁でことしの前夜祭も駅前広場を予定していると

── 

    〔発言する者あり〕 

○議長（中平浩志君）  下川原議員、先ほどの答弁だ

とこれから実行委員会でという話はしてましたので、

その辺を踏まえて質問してください。10番下川原光昭

君。 

○10番（下川原光昭君）  訂正します。いずれ私は、

この秋まつりの前夜祭会場については、街なかのにぎ

わい等々を考えると駅前だと私は思っております。た

だし、ここに前夜祭だけで何万人の方が来ているわけ

ですけども、今の駅前ビルの状況は崩落が前より大き

くなりました。 

 そこで、万が一ことし実行委員会がぜひ駅前でやり
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たいとなった場合の安全策についてお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  駅前ビルの話でございます

が、駅前ビルは市の財産でございませんので市が管理

するということはない。それは持ち主が安全管理に努

めるのが基本だと、そういうふうに思っております。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  今の副市長の答弁だかもし

れませんが、この秋まつり実行委員会の中には市の係

もいます。入ってるはずです。責任はゼロではないと

思うし、その安全策をとるのかお願いをするのかとい

うのはどういうふうに考えてますか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  市が安全策をお願いするん

ですか。そういう考え方はないと思いますが。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  いずれ危険な状況は私はよ

くないと思います。よくない状況だと思いますんで、

ならどう思いますか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  危険な状況かどうかという

のは、それは建築主事が判断して指導してると思いま

すので、それは持ち主がきちんと管理すべき問題だと。

それをいちいち市が、危険な建物について全部市がや

っていくということはあり得ない、そういうふうに考

えてます。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。 

○10番（下川原光昭君）  市が全部やれと私言ってま

せん。指導もできるわけですよね。危険な状況を回避

するための指導はできると思うんですがそれも無理で

すか。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  それは県の振興局の建築主

事と一緒になって、土木のほうでも指導してるという

ことでございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  10番下川原光昭君。時間がな

いので簡潔に。 

○10番（下川原光昭君）  以上で私の、時間がありま

せんので、これで終わります。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  それでは、創政・公明クラブ

桑田議員の質問に対して関連質問いたします。 

 まず初めに、10番の在宅介護者の支援についてであ

りますけれども、先ほど答弁でありましたように、在

宅介護の家族、介護してる方にとっては大変重要な大

きな苦労があると思います。 

 その中で、先ほどの答弁ですと心身の、心のケアと

いいますか、そういう部分についてはやられているよ

うですが、中には介護するために職場をやめなきゃな

らないというな部分もあるような感じなんですが、そ

ういった面で財政的な支援というのはどのようになっ

てるのか、その辺についてお伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  いわゆる介護離職に

よって経済的に困窮するということで、その財政的な

支援というふうなご質問だというふうに捉えましたが、

現在市ではそういうふうな支援ができていない状況で

ございますが、これにつきましては国のほうでも介護

離職の問題は重要な問題というふうに考えているよう

でございますので、今、国段階でどういうふうな支援

ができるのかについて、調査検討してる段階だという

ふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  以前だったか、県のほうで介

護従事者に対して幾らか支援してる部分というのは私

あったような記憶があるんですが、そういった支援策

というのは多分年間で幾らかというような支援があっ

たような気がしたんですが、今のところはそういうの

は、県のほうでも国でもありませんか。その辺につい

てはどうですか。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  ただいまの件につき

ましてはちょっと、今資料を取り寄せてご答弁させて

いただきます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  それでは、今資料がないとい

うことでその点については後でまたいいかと思います

が、その次に、14番の②の治水工事に関してですが、

実は今上の橋からですか、上流は県のほうが今河道を

掘削をして、大川目のほうでも三日町橋から下流のほ

うは流木とか立木を切ったようなんですが、その上流
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のほうで、岩井橋付近からずっと森地区にかけての河

川が非常に高くなったんですね、河床が。 

 皆さん、実は今あそこがちょうど改良区のほうで久

慈川のほうで工事してまして、その影響があるかない

かちょっとわからないですが、実際前に比べると２

メーターぐらいは河道が、土砂が堆積して、もうあそ

ことは砂利ですけど、道路から河川まで本当に浅くな

ったような感じがあります。その点について、県のほ

うというか、どのようにやってくのか、その辺につい

ておわかりであればお願いします。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  大川目三日町橋上流の河

道の土砂堆積についてのご質問でございますけれども、

先ほども申しましたけども引き続き市内河川について

掘削はしていくと、29年度も継続してやるということ

でございますけれども、場所とか方法については明確

にされておりません。 

 それで、ただ県のほうで言ってるのは台風10号のよ

うな災害を、被害を繰り返さないように、いずれ整理

したいというふうなことを伺ってるところでございま

す。 

○議長（中平浩志君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  先ほど答弁を保留し

ておりました在宅介護者への支援ということでござい

ますが、久慈市の制度でございますが、家族介護慰労

金支給事業というのがございます。 

 これは、要介護４または５の要介護者を在宅で介護

してる家族、この方は市町村民税非課税ということで

ございますが、過去１年間に介護サービスを利用して

いなかった場合に慰労金を10万円支給しております。

ただ 近はその該当者がないという状況にございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  今福祉部長から答弁がありま

したけれども、今現在はそういった対象者がいないと

いうことですが、中には相談もできないというか、そ

ういった制度があるかないかがわからない方もあるん

ではないかなと思いますので、そういった制度がある

んであれば広く相談受けたときにいろんな制度を教え

てあげればいいなと思いますので、その辺についても

今後頑張っていただければと思います。 

 それから、今久慈川の上流のお話ですが、実際的に

きのう城内さんからも話があったように、市の方もそ

ういった災害状況の中には見ていられるかと思うんで

すが、やはり現場を直接見てこの辺はもし今度大きな

災害あったときにはまたここも大変だなというのはわ

かるかと思いますので、ぜひそういった形で見ていた

だければと思います。 

 次に、（３）のほうですが、281号の旧道のことな

んですが、実は今鏡岩といいますか不老泉のところは

市道になってるわけですが、今全然もう堆積の砂があ

ったり、また旧東屋があったところにもうそのまま道

路に、東屋の屋根があるというような状況です。 

 トイレなんかでも砂が入って全然使える状況にない

ようですが、そういった、あそこは観光地ですのでそ

ういったものはどのように今後やっていくのか、わか

ればお示し願います。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  久慈渓流沿いの鏡岩

園地付近の復旧に関してのお尋ねでございます。 

 あそこは現在市道というふうなことで、道路につき

ましては管理されているわけですが、道路それから鏡

岩園地全体がああいう形で被災しているということで、

今復旧につきましては道路と一体的に工事をする必要

があるということで、建設部のほうと連携して進めて

いるとこでございますが、道路復旧につきましてもや

はり生活に直結する部分を優先しているというふうな

ことで、現状まだ手がついてない状況でございますが、

新年度の早い段階で取り組めるように進めてまいりた

いというふうに思っております。その公園部分につき

ましても、復旧ということで進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  あそこはもう 適な久慈渓流

の景勝地ということで、実際不老泉は今も水をくみに

来てる方もいらっしゃいます。大変歩道なんかも掘れ

てるというか、そういう状況になってますので仮復旧

もできるのであれば、今のところまるっきり手がつけ

られてない状況ですので、その辺についても早急に対

策をしていただければと思います。 

 それから、16番の久慈川の堤防の未整備区間の件で

すが、実は台風10号の、議員の委員会の合同調査の中

でたまたまその辺行ったんですが、前は、今そういっ
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た添田塗装のあたりで、会社のあたりが未整備になっ

てるんですが、その持ち主の地主がかわったような話

を聞いたんですが、それでここは県の要望事項でもあ

るわけですが、そういった地主の変更によって工事も

スムーズに行くのではないかなというふうに予測をす

るんですが、その辺についてもしおわかりであればお

伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  大成橋上流岸の無堤区間

の整備でございますけれども、県のほうにこちらも問

い合わせまして、治水対策を検討したいということで

回答いただいておりますので、ぜひ具体に堤防を盛る

とかという話は出てこなかったんですが、私なりには

そういうことだろうなと解釈しておりますし、これま

でもずっと重点事項で要望してきたところでございま

すので、何とか実現するように引き続き要望を協議し

てまいりたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  あの辺は大雨のたびに近くの

住宅は浸水するという部分でありますので、早急に県

の要望事項でもありますので、そういった地権者も変

わったようですのでその辺もしっかりと連携して早期

に整備できるようにお願いしたいと思います。 

 それから教育委員会のほうですが、子供の肥満につ

いてお伺いいたします。 

 先ほど全国平均が８％というなかで、久慈市は

10.79ということで岩手県よりかは幾らかはいいよう

ですが、先ほど答弁ですと休み時間のマラソンとか、

あと食育が非常に大切だろうというふうな答弁があり

ました。私もまさにそのとおりだと思うんですが、実

際は今子供たちが一番いいのは、早寝早起き朝ごはん

というこういったリズムをしっかりとつくればやはり

体というのはそういうふうになっていくのかなという

思いがあるわけですが、なかなか家庭の共働きとかい

ろんな面で朝食事しない子も結構あるように思います。 

 そういった面では、食育というのはすごく大事にな

ってくるわけですが、給食だとある程度バランスとっ

て食べてるわけですが、そのほかの朝晩についてはな

かなか、結構惣菜というか手づくりじゃないものを結

構食べさせる傾向というのが今若い人にはあるように

聞いてます。その辺でやはり、その親に対しても食育

というのが非常に大事になってくるのではないかなと

思いますので、その辺の考え方についてお伺いいたし

ます。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  肥満につきましては当市の

課題でございまして、岩手県の平均よりも高いという

のが実態でございます。肥満の原因というのは、今お

話ありました食べ物、それから生活習慣、さらには運

動の環境、そして遺伝もあろうかなというふうに思い

ます。 

 全国平均は８％でございますので、ある程度の肥満

の子供が出るのは遺伝等の関係、体質もあるでしょう

から、やむを得ない部分もあろうかと思いますが、や

っぱり10％を超える状況というのは多いというふうに

思っております。 

 その中で食育、あるいは何を食べるかということで、

これ非常に、あるいは生活習慣大事だと思っておりま

すので、学校では保護者に対してＰＴＡ等でお話した

り、あるいはいろんな学校から情報も出しますけども、

広報とか学校通信といってますがそれに掲載したり、

さらにもう今学校では個別の指導もしてるんですね。 

 一人一人の子供の体重等も定期的に量ったり、親と

面談したりそういうこともしておりますが、なかなか

成果が上がってないのが実態でございます。いずれ教

育委員会といたしましても、教育委員会だけではなく

て関係部局と連携しながら取り組んでまいりたいとい

うふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  取り組みのほうはよくわかり

ました。やはり子供たちが好き嫌いというのも結構あ

るようで、どこかの自治体では親子で一緒にお弁当を

作って食べる。料理しながらおいしく野菜を食べる。

嫌いなものあるかもしれませんが、そういったものに

ついて子供はやっぱり弁当給食というものをやって、

実際はひと月に一遍でも弁当給食の中で親子で弁当つ

くって食べようというそういった取り組みもしてる部

分もあるようです。 

 やはりそういった部分、今小学校でも食育に関して

はいろんなとこで、学校で野菜植えたりとか、それを

とって食事したりしてるかと思うんですが、やはり料

理をしながらおいしく食べさせるというそういった部

分も大切じゃないかなと思いますが、その辺について
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はどういうふうにお考えですか。お伺いいたします。 

○議長（中平浩志君）  加藤教育長。 

○教育長（加藤春男君）  昼食については子供たちは

給食を食べてるわけですけども、これが非常に栄養バ

ランスよくて、しかもおいしいという評判で、私も年

に何度か子供たちと給食を食べてるんですが、ほとん

ど残さないで食べておりますし、子供たちに食事をし

ながら聞きますと、ほとんど残さないで食べてるとい

うふうに話しております。 

 こういうふうな食事の内容というのは、ぜひ家へ帰

ってお母さんにも話して、一緒につくってこういう栄

養バランスのいいものを食べようよという話もしてる

んですが、今お話のありました弁当、弁当を通じて家

庭でも栄養バランスのとれた食べ物について勉強して

もらうと、あるいは研究してもらうということ、これ

は一つの方法であろうかと思いますので、今後関係の

方々、あるいは学校等の意見を聞きながら検討してま

いりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  18番山口健一君。 

○18番（山口健一君）  ありがとうございました。ぜ

ひそのように取り組んでいただきたいと思います。 

 時間もないので私もこれで終わります。先ほどあり

ましたように、東日本大震災から６年ということで、

また昨年の台風10号の被害ということで、今年度退職

する方々は本当に苦労なされたかと思いますが、今後

またいろんな面で活躍できることをご期待しながら、

関連質問を終わります。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  創政・公明クラブの桑田議員

の代表質問に関連いたしまして、二、三お尋ねしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 ３番目の震災経験を生かした防災減災の取り組みに

ついてでありますけども、ちょうどこの11日で東日本

大震災津波から６年が過ぎ去ろうとしておりますが、

当時その各被災地を回らせていただいて検証させてい

ただきまして、つくづく感じたのは、コミュニティと

いうか非常に横のつながりの強いとこほど、被害がい

っぱいあったけども人の被害が少なかったということ

を実感をしたところでありますが、そういったものを

忘れないためにも防災訓練等で対応して避難訓練等を

行っておると思いますが、その状況はどういうものか

ということをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  澤里総務部長。 

○総務部長（澤里充男君）  津波避難訓練の状況とい

うことでございます。これにつきましては、議員ご案

内のとおり毎年６月に避難訓練をしている状況でござ

います。それで、参加人員についてはほぼ横ばいとい

いますか、若干減少はありつつも横ばいの状況でござ

います。 

 ということで、いろいろな展開といいますか、そう

いった訓練に参加をしていただくためにいろいろな、

例えば小学校の避難訓練を同じ日にやってもらうとか、

あと保育園の避難訓練をやってもらうとか、いろいろ

なところに各団体等には声がけをしながら開催してい

る状況でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  参加等をしていただくという

ことで非常に苦労してんじゃないかとこう察するわけ

でありますが、人間というのは私もそうでありますが、

大変つらいこととか大変苦しいことというのは忘れよ

うとするように人の体というのはできておるんだそう

でございまして、ましてや震災のあの悲惨な状態ての

は、どっかで自分の体の中には忘れ去ろうという気が

働いて、そういうふうなそれが人間なんだそうであり

ますが、いずれそれを忘れないように語り継いだり、

またさまざまな無駄なようなモニュメントを残したり、

そういうふうな形でこの震災に対応していかなければ

ならないと。こういうことは皆さん自覚しておるとこ

ろであると思います。 

 いずれ皆さんに避難訓練等で足を運んだり協力して

いただくように、これは当局大変ご苦労でありますが、

努力をしていただきたいとこのように思うところであ

ります。その点、ひとつコメント、お考えを伺いたい

と思います。 

○議長（中平浩志君）  遠藤市長。 

○市長（遠藤譲一君）  ただいま議員ご指摘の点は、

非常に重要だというふうに感じております。市といた

しましても、災害に備える、次に備えるということで、

市民の皆様にもしっかりとお声がけもしてまいります

が、各町内自主防災組織でも独自に避難訓練等もやっ

ているところもありますので、ぜひそういった取り組

みもお願いをしたい思います。 

 やはり年１回の避難訓練で、しかも参加される方が
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必ずしも多くないという状況にありますので、これは

これで参加者をぜひふやすように工夫しなければいけ

ないということで取り組んでおりますが、それぞれの

地域、それぞれの町内会で、いざとなったときに自分

たちの命をどう守るかということについては、しっか

りとそれぞれでも取り組みもお願いしたいなと。 

 やはり避難場所はどこなのか、この前のように河川

が増水した場合と津波が出た場合、津波が全く関係な

い地域もありますし、河川から離れてるところもあり

それぞれの状況がありますので、そういった各地区の

取り組みをぜひお願いしたい。そういう呼びかけもし

っかりとさせていただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  それでは７番の自然エネル

ギーについて、民間事業費による風力発電の営業活動

についてちょっとお伺いいたしますが、まさに震災後、

この自然エネルギーをということでいろんな動きをし

て何とか普及しようとして努力されたようですが、な

かなか久慈市の場合、契約したけども契約不履行にな

った、だめになったとかそういう形で、なかなかこの

自然エネルギーそのものが定着しなかったわけであり

ますね、太陽光にしても風力にしても。 

 これは、よく聞くのは高圧線というか送電線が容量

が非常に少ないために、まとまった自然エネルギーは

なかなかつくれないというお話でございましたが、そ

ういう原因だと私も記憶しておりますがそれでよろし

いのかどうか。もしわかればこれからもやっぱりこの

自然エネルギーというのは可能性が非常に薄いのかど

うか、ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  川合港湾・エネルギー推進担

当部長。 

○総合政策部付部長（川合政伸君）  さきに佐々木議

員のほうにもお話しましたとおり、この原因というの

がやはり送電網が容量が足りないというところでござ

いまして、事業に乗り出してきて興味を示していると

ころであっても、その採算性がとれないというところ

で実施を見送っているというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  ちょっと行ったり来たりで恐

縮ですが、１番のほうの国内の友好都市協定について

ちょっとお伺いしたいと思いますが、市長答弁では小

千谷、小金井というお話を伺いました。まさに小千谷

にしても小金井にしても、何とかこのつながりをつけ

て友好都市にしたいという思いが私も強いわけであり

ますが、これはもう少し、これはどの辺まで進んでい

るのかちょっとお知らせいただきたいと思います。 

○議長（中平浩志君）  一田総合政策部長。 

○総合政策部長（一田昭彦君）  小千谷、小金井市の

ほうにつきましては、まず防災協定を結んだというと

ころでございまして、今後民間レベル、それから行政

間での相互交流を拡大充実させて、市民の機運の醸成

ですか、そういうのを図っていきながら、やがてその

次の段階へと行ければと考えております。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  小金井の場合は桜まつりはま

だ継続して、久慈から物産というかいろんな物を持っ

てそこで商売したりして、交流したりしているんでし

ょうか。ちょっと伺いします。 

○議長（中平浩志君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  小金井市との交流で

ございますが、こちらにつきましては、観光物産協会

のほうが窓口となっておりまして、春の桜まつり、そ

して秋のお月見まつりというふうなことで、当市から

物産、それから人員まで出向いてまつり、イベントに

参加し、そしてまたそこで会場にいらした方から義援

金等を募った形で、市のほうに一部返していただいて

いるというふうな交流が続いております。 

 以上でございます。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  それで、じゃあ小千谷のほう

はどうですかね、この経過から言えば小千谷というの

はもともとは長島村長さんの山古志村から始まって、

それが合併して山古志村が小千谷市とそれから長岡市

の半分ずつに村が分かれて合併した経緯があって、そ

もそもが闘牛ですか、そっちのほうでのつながりでず

っと旧山形村から関係を深くしておったわけでありま

すが、そことの関係はどのような形で進んでおるのか、

ちょっとわかればもう少し詳しく教えていただきたい

んですが。 

○議長（中平浩志君）  中居副市長。 

○副市長（中居正剛君）  台風10号の被害あったとき

に、すぐ小千谷市長さんがお見舞いに見えられました。
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義援金を持って、お見舞金持っておいでいただきまし

た。 

 そして、早速小千谷市の職員を２名その災害復旧の

ために派遣していただいて、今一人まだ今月いっぱい

まで残っておりますが、そういう形でご支援をいただ

いております。そして今後は、市長もこの前小千谷市

長さんのほうに表敬訪問させていただいております。 

 先ほど担当部長からもお話申し上げましたが、まず

は今災害協定のほうでいろいろ支援する、そういう状

況を積み重ねながら、今後友好都市になっていければ

いいなと、そういうふうに考えているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（中平浩志君）  20番下舘祥二君。 

○20番（下舘祥二君）  友好都市として非常にこれか

らも大事に取り扱いというか、おつき合いをしていた

だいて、実にしていただきたいと、花を咲かせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上で私からの関連質問終わります。 

○議長（中平浩志君）  再質問、関連質問を打ち切り

ます。 

 この際、暫時休憩いたします。再開は午後３時15分

といたします。 

    午後３時02分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時15分   再開   

○副議長（桑田鉄男君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。 

 次に、社会民主党豊巻直子さん。 

    〔社会民主党豊巻直子君登壇〕 

○１番（豊巻直子君）  社会民主党の豊巻直子です。 

 きょうは３月８日です。国際女性デ―の日です。女

性の権利と平等のために戦う記念日として、経済的安

定をあらわすパンと女性の尊厳の確保を目指すバラを

シンボルに、世界各国でさまざまな行動が行われてお

ります。 

 岩手の集会は３月５日に行われました。そこに、北

上に住んでいらっしゃるお母さんが、折り紙で、手づ

くりでバラをつくって、みんなの分200個、つくって

持ってきてくださいました。きょうはこれをつけて質

問したいと思います。 

 さて、久慈市長は２月22日に行われた男女共同参画

の学習会の場で、育ボス宣言をなさいました。遠藤市

長が男性、女性ともに働きやすい、子育てしやすい久

慈市を目指して行動されていることに敬意を表します。 

 また、福祉の村の公園には、新しい柵がつくられま

した。福祉の村と、それから防災公園、あそこを結ぶ

道路がすぐ脇に通っておりますので、柵がないと危な

いというお話をしましたところ、柵がつくられ、子ど

もたちも安心して遊べる環境ができたと思います。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 １番目は、駅前複合施設整備についてです。 

 ①として計画の進捗状況及び完成予定時期を教えて

ください。 

 ②として、生徒が列車を待つ時間などに学習できる

スペースが確保されるのか、教えてください。 

 ２つ目は、子どもの貧困についてです。 

 ①です。子どもの貧困の現状についての把握方法と

支援策、久慈市の状況をどのようにとらえているのか、

教えてください。 

 ②として、子どもの貧困は保護者の貧困でもあると

思うのですが、保護者へのどのような支援を行ってい

るのか教えてください。 

 ３つ目は、障がい者支援についてです。 

 障害がある子どもたちが、学校卒業後、集まって、

体を動かす機会が少ないと思います。スポーツ交流会

など、楽しく過ごす機会が必要と思いますが、いかが

でしょうか。教えてください。 

 ４番目です。子育て支援施策について。 

 ①親が病気のときなど、市内に予約なしでも、急な

託児に対応してくれる場所があるか、教えてください。 

 ②です。子育て中の母親が息抜きやちょっとした用

足しの間などに利用できる短時間の家事代行サービス

があるか、教えて下さい。 

 ５つ目です。災害に強いまちづくりについて。 

 ①現在、久慈川の改修工事が行われておりますが、

上の橋より上流及び中の橋より下流の改修予定を教え

てください。 

 ②久慈川の河川敷には、テニスコートのほか、市有

地を利用した畑や耕作物があるとも聞いておりますが、

大雨災害時に、河川の流れの支障となる恐れがあると

思います。災害から市民の命と財産を守るためにそれ

らをどのように取り扱うのか、考えを教えてください。 
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 ③です。岩泉町でも話題となっていますけれども、

被災した個人所有の橋の復旧方法を教えてください。 

 ６番目です。駅前の地下道の改修についてです。 

 天井のはく離や床タイルの浮き、照明も破損して薄

暗く、危険な状態です。観光の玄関口でもあり、早急

な改修が必要と思うが、どうでしょうか。 

 ７番目です。小学校の遊具についてです。 

 今年度は、大川目小学校と久慈湊小学校に遊具が整

備されました。次の年度、新しい年度はどちらの学校

に整備予定か、教えてください。 

 ８番目です。入学準備金について。 

 就学援助制度のうち、入学準備金は早めの支給が必

要と思うが、対象と支給時期を教えてください。 

 ９番目です。久慈市教育委員会衛生委員会について。 

 ①時間外勤務80時間以上と100時間以上の教職員の

数を教えてください。 

 ②過労死基準である時間外勤務80時間を超えるよう

な働き方をどのように是正していくのか、教えてくだ

さい。 

 ③２月に開催された久慈市教育委員会衛生委員会に

おいて出された意見の内容を教えてください。 

 ④今年度の衛生委員会は１回しか開かれておりませ

ん。年度初めに１回、学期ごとに１回など、複数回の

開催が望ましいと考えますが、いかがでしょうか。 

 ⑤労働安全衛生法には、産業医の職場巡視が規定さ

れております。他市町村の教育委員会では、産業医と

ともに職場巡視をしており、久慈市でも行う必要があ

ると考えますが、いかがでしょうか。 

 ⑥労働安全衛生法の理解が進んでいない実態も見受

けられます。学習する機会も必要と思いますが、お考

えをお聞かせください。 

 以上、登壇しての質問になります。ありがとうござ

いました。 

○副議長（桑田鉄男君）  遠藤市長。 

    〔市長遠藤譲一君登壇〕 

○市長（遠藤譲一君）  社会民主党豊巻直子議員のご

質問にお答えをいたします。 

 初に、駅前複合施設整備についてお答えをいたし

ます。 

 まず、計画の進捗状況についてでありますが、今年

度は用地補償に伴う不動産鑑定及び建物等の補償費算

定業務を行い、地権者との交渉を進めているほか、敷

地造成や敷地内にある市道のつけかえ工事、駅前交通

広場工事に係る設計業務を進めているところでありま

す。 

 なお、敷地内にある旧物産市場につきましては、株

式会社久慈物産市場から無償譲渡を受け、本年４月に

は解体工事に着手する予定としております。 

 また、複合施設の完成予定時期につきましては、台

風第10号被害による設計業務のおくれなどが影響し、

当初予定していた平成30年度末の完成は困難な状況に

あり、平成31年度となる見通しであります。 

 次に、列車の待ち時間などでの学習スペースの確保

についてでありますが、図書館を中心とした施設構成

であること、及び駅前という立地特性を考慮し、交通

機関利用者等の待合スペースを設置するほか、図書館

本体にも、生徒同士が話し合いながら学習できる空間

と、静かに集中して学習できる空間の双方を確保した

いと考えており、来年度実施する建築設計において、

さらに検討を進めてまいります。 

 次に、子供の貧困についてお答えをいたします。 

 子供の貧困の現状についてでありますが、 新の国

民生活基礎調査によると、子供の貧困率は、平成24年

で16.3％と、子供の約６人に１人が貧困状態にあると

言われております。 

 貧困率の算出方法については非常に複雑であること

から、子供の貧困について、市独自の調査は行ってお

りませんが、平成28年11月時点の生活保護の保護率は、

久慈市は1.16％、岩手県は1.06％、全国では1.69％と

なっており、子供の貧困の状況につきましても、国の

調査と同程度と考えております。 

 子供の貧困対策といたしましては、子育て世帯への

経済的支援として児童手当、児童扶養手当、特別児童

扶養手当の給付や就学援助、中学生までの子供と一人

親家庭に対する医療費助成を行っております。 

 さらに、一人親家庭の親に対しましては、就業やキ

ャリアアップに必要な技能や資格習得の支援策として、

各種訓練給付金事業を実施しているところであります。 

 次に、障がい者支援についてお答えいたします。 

 障害をお持ちの方が集まり体を動かすことは、心身

の健康保持には重要なことであると認識をいたしてお

ります。市といたしましては、毎年、久慈地域障がい

者自立支援協議会と共催により、触れ合い交流スポー

ツフェスタを開催しており、障害のある人もない人も、
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ともに楽しめるスポーツを通じて交流を深めるととも

に、障害に対する理解促進を図っております。今後に

おきましては、多くの方に参加をいただけるよう、内

容の充実や周知方法を工夫するなど、取り組んでまい

ります。 

 また、障害をお持ちの方が、スポーツを通じて楽し

く暮らせる機会をより多く提供できるよう、検討して

まいります。 

 次に、子育て支援施策についてお答えいたします。 

 まず、市内の託児場所についてでありますが、保育

所を利用していない家庭において、保護者の疾病、休

養等により、一時的に保育が困難となった場合などに、

乳幼児を預かる一時預かり保育につきましては、市内

の各保育所で実施しております。 

 また、保育所以外ではＮＰＯ法人「ファミリーサ

ポートおひさま」やＮＰＯ法人「サロンたぐきりすこ

やかルーム」において、乳幼児等を預かるサービスを

実施しております。これらの利用に当たりましては、

各保育所や施設等において、職員体制や児童数等によ

り、受け入れの可否を判断するため、事前の申し込み

を基本としているところでありますが、受け入れ体制

が整っている場合には、急な託児以来にも対応可能な

場合もあるとお伺いしております。 

 次に、短時間の家事代行サービスについてでありま

すが、用足し等の際に利用できる公的な家事代行サー

ビスは承知していないところでありますが、一人親世

帯で援助を要する場合に、保育や住居の掃除等の支援

を受けることができる、岩手が実施している一人親家

庭等日常生活支援事業や、病気やけが出産等で支援を

要する場合に食事の支度、洗濯等のサービスを受ける

ことができる久慈市社会福祉協議会が実施している安

心サポート事業があり、それぞれ利用条件に該当すれ

ば、家事支援を利用できるものであります。 

 次に、災害に強いまちづくりについて、お答えをい

たします。 

 まず、久慈川の上の橋上流及び中の橋下流の改修予

定についてでありますが、河川管理者であります県北

広域振興局からは、河川管理上、必要となると認めら

れる堆積土砂や立ち木について、順次除去に努めてい

るとお伺いしております。 

 市といたしましては、今後とも、河川の適切な維持

管理が図られるよう、河川管理者である県北広域振興

局に対し、引き続き要望してまいります。 

 次に、久慈川の河川敷にあるテニスコートのほか、

市有地を利用した畑や耕作物等の取り扱いについてで

ありますが、河川管理者である県北広域振興局からは、

河川管理者の許可を受けていない、河川管理上、支障

を及ぼすおそれのある耕作物や立ち木は、基本的に、

設置者や土地所有者の理解を得ながら、撤去や伐採を

求めていくこととしているとお伺いしております。 

 市といたしましては、河川管理者である県北広域振

興局に対し、河川の適切な維持管理が図られるよう、

引き続き要望してまいります。 

 次に、被災した個人所有の橋の復旧方法についてで

ありますが、さきの市民共同代表畑中議員にお答えい

たしましたどおり、生活橋は、市民の生活再建に欠か

すことのできない生活道路の一部であり、当市、宮古

市及び岩泉町で組織する平成28年台風第10号豪雨災害

復旧復興期成同盟会等により、国・県へ復旧の財源措

置について要望を行っているところであります。 

 後に、駅前の地下道の改修についてお答えいたし

ます。 

 当施設は建設から33年が経過し、経年劣化により損

傷が進行している状況にあり、平成26年度に施設の点

検、診断を実施したところであります。 

 現在は、通常の維持補修により対応しているところ

でありますが、大規模な修繕につきましては、国の補

修事業の導入を視野に入れ、その他橋梁などの土木施

設全体の中で時期の検討を行っているところでありま

す。 

 今後におきましても、観光客を含む利用者に対して、

早期に安全で快適な地下道となるよう努めてまいりま

す。 

 以上で、社会民主党豊巻直子議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  加藤教育長。 

    〔教育長加藤春男君登壇〕 

○教育長（加藤春男君）  社会民主党豊巻直子議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 初に、小学校の遊具についてお答えをいたします。 

 新年度の整備予定でありますが、２校分の整備に向

けて、今議会に予算を提案しているところであります。

また、整備箇所につきましては、遊具が不足している

学校を基本に、本年１月に実施した遊具等定期保守点
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検の状況を踏まえながら、決定したいと考えておりま

す。 

 次に、入学準備金についてお答えをいたします。 

 就学援助制度の新入学児童生徒学用品費等につきま

しては、昨日の日本共産党久慈市議団代表小野寺議員

にお答えいたしましたとおり、今年度より、中学校の

新入学生徒学用品費等を繰り上げて支給することとし、

２月末日に支給したところであります。対象は現小学

６年生76人であります。 

 後に、久慈市教育委員会衛生委員会についてお答

えをいたします。 

 まず、時間外勤務月80回以上と月100時間以上の教

職員数でありますが、平成29年１月における該当者は

ありませんでした。 

 次に、働き方の是正についてでありますが、教員が

子供と向き合う時間を確保し、誇りとやりがいを持つ

ことができる環境を確保していくことは、教育委員会

としても重要な課題であるととらえております。 

 今年度から行っている安全衛生管理責任者への時間

外勤務時間の報告内容を元に、時間外勤務の多い時期

や業務内容について検討し、各学校の実情に基づいた

役割分担の見直しや行事、諸会議のスリム化と校長会

議や学校訪問の際に指導してまいります。 

 また、課題となっている中学校における部活動につ

いては、平成29年２月17日に、岩手県教育委員会が設

定した基準に従って、当市においても、平日、週１日

及び第２日曜日、第４日曜日を休養日とする基準を設

定し、各中学校及び保護者あてに通知したところであ

り、徹底を図るよう指導してまいります。 

 あわせて、メンタルストレスチェックの実施や産業

医との面談等、教職員の健康管理の面も重視してまい

ります。 

 次に、２月に開催した久慈市立小中学校衛生委員会

において出された意見の内容でありますが、衛生委員

会の複数開催や校長等管理職の学習の場となるように

してほしいなどの意見が出されたところであります。 

 次に、衛生委員会の開催回数についてでありますが、

今後、他市の状況等を参考にしながら検討してまいり

ます。 

 次に、産業医による職場巡視についてでありますが、

当市では、労働安全衛生法の適用を受ける職員50人以

上の小中学校がないところでありますが、法に準じた

衛生委員会を設置、産業医を選任し、小中学校の労働

安全衛生を推進しているところであります。 

 産業医による職場巡視は実施しておりませんが、先

進事例などを研究してまいります。 

 次に、労働安全衛生法の理解についてでありますが、

久慈市立小中学校衛生委員会及び各小中学校の学校衛

生委員会を活用し、労働安全衛生に対する理解がより

深められるよう、推進してまいります。 

 以上で、社会民主党豊巻直子議員に対する私からの

答弁を終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問を許します。１番豊

巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  １番の駅前複合施設の整備に

ついてですが、生徒がお互いに話し合いながら学習で

きるスペースと、後は静かに集中して学習することが

できるスペースと両方あるということで、すごく考え

られているんだなというふうに思いました。 

 さらにお聞きできれば、就学前の子供たちが、絵本

の読み聞かせをしてもらったりとか、自由遊びをしな

がら待つスペースというのはあるのかなというのと、

業者はもう決まったのであれば、それが地元の業者か

どうかも教えていただければうれしいのですが。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  駅前の複合施設の整

備にかかわりまして、まずは内容として、幼児等が読

み聞かせできるようなスペース等が確保されるかとい

うことでございます。 

 当然に、現状の図書館でもそう言った活動はしてお

りまして、いずれ、既存のものについては、全て機能

は持たせたいと思っておりますし、その内容につきま

しては、今、教育委員会も含めて検討を進めていると

ころでございます。 

 それから、業者につきましては今後ということにな

ります。現在、設計のプロポーザルというふうなこと

で、提案を求めている段階でございますので、まずは

設計業者を選定し、設計終わった後に工事のほうに入

っていくというふうな流れになるものでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございました。 

 じゃあ、業者についてはこれからなんですね。そう

なると、運営についても、直営かどうかというのはこ
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れからわかるというふうに考えたらよろしいでしょう

か。 

○副議長（桑田鉄男君）  浅水産業経済部長。 

○産業経済部長（浅水泰彦君）  設計業者につきまし

ては、先ほどご答弁申し上げましたが、現在、市内の

設計業者に発注しているところでございます。という

ことで、その中から もいい提案ということで選定し

ていくという考え方です。 

 それから、運営につきましては現在、指定管理とい

う方向で進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。 

 久慈市の業者が落札できれば、とても久慈市がうる

おって、いい循環ができるんじゃないかなというふう

に思います。 

 図書館が直営ではなくて指定管理者というお話だっ

たので、そこについてはまた、違う機会にでもお話が

できればいいかなと思います。ありがとうございます。 

 ２番目の子供の貧困についてなんですけれども、久

慈市の具体的なデータはちょっと計算が難しくて、全

国の数字で言うと16.3％ということなようですけれど

も、この子は貧困であるという状態を、だれがどのよ

うに把握して、それを支援に結びつけるかというとこ

ろを知りたいなと思いました。教えていただければあ

りがたいです。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  子供が貧困であるか

ということをどのように把握しているのかということ

でございますが、これにつきましては、例えば生活保

護への相談とか、それから、生活保護に至る前の生活

困窮者の支援ということもございます。そういう制度

でも支援もしておりますし、あと、教育委員会からの

情報とか、あるいは水道事業所からの水道料の納付困

難という情報は共有しながら、そのほかに、税金のほ

うもございますし、庁内全体で、どういう方が困って

いるのかということに対して、庁内全体でチームをつ

くって取り組んでいるというふうな状況にございます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  はい、ありがとうございます。 

 さまざまな税とか料金とかが支払われないという状

態を見て把握しているというところはわかったんです

けど、例えば今、庁内というお話があったんですけど、

民生委員の方とかから上がってきたり区長さん、町内

会長さん、そういう方たちから情報が上がってきて支

援が入るというケースは全体のどのぐらいの割合にな

っているでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  民生委員さんからの

情報も結構ございます。 

 ただ、町内会長さんとか区長さんからの情報はあま

りございませんけども、民生委員さんからの情報は結

構ございます。ただ、何パーセントというふうな数字

はとれておりません。 

 以上でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。 

 民営委員さんが見つけてくれて、上のほうに上がっ

ていくというのを聞いて、少し安心をいたしました。 

 先ほど、和野部長さんがおっしゃった生活保護の前

段階というか、生活困窮者自立支援法に係る、該当す

るような方々への支援というのは、具体的に久慈市で

はどのようなことをされているのですか。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  生活困窮者自立相談

支援事業でございますが、これは、制度が始まって３

年目ですか。これは市が社会福祉協議会に委託をして、

実施をしております。毎月、新規の相談者がやはり十

数名ございまして、全体とすれば、１年間に百数十名

の相談があるというふうな状況にございます。 

 社会福祉協議会が中心となりながら、市あるいは児

童相談所とか、いろんな関係機関と情報を共有しなが

ら、ケース会議を開いて、この方はどういうふうな支

援がいいのかというふうなことを相談しております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  障がい者支援についてです。 

 実は、子供たち、もう社会人ですね。社会人になっ

た障害のある青年たちが集まって体を動かす機会があ

ればいいなという話は、実は、特別支援学級で子供た

ちを指導している先生からの要望です。 

 学校にいる間は、自分の学校でも体を動かす機会が

ありますし、また、１年に１度、４市町村で、全部特
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別支援学級に在籍している子供たち、あと親御さんが

集まって、100人以上で市の体育館を借り切ってバス

ケットボールをしたりとか、ドッジボールをしたりと

かという形で、本当に楽しそうに遊んでいます。 

 そういう機会を、何とか１年に１回でもいいので、

場を設定していただけないか。もしかしたら、ふれあ

いスポーツフェスタというのがそれに当たるのかもし

れないんですけど、ごめんなさい。私これを知らなく

て、その辺はどうでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  ふれあい交流スポー

ツフェスタの件でございますが、これは毎年１回、市

民体育館で開催をしております。 

 昨年の平成28年の参加者数が111名ということでご

ざいます。内容とすればソフトバレーボールとか風船

バレー、車椅子パン食い競争とか吹き矢などが種目で

ございますが、ただ、障がい者として把握をされてい

る方が参加をしておりますけども、学校が終わって、

障がい者でもないけれどもうちにいるという方は、な

かなか把握できない状況にございます。そういう方は、

やはりいろんな情報を市のほうに寄せていただきまし

て、こちらからご案内するというふうな形になろうか

と思います。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。 

 どうやったらその情報が、実際、障害を持って働い

てらっしゃる方に届くのか。何か方法を考えていけれ

ばいいなというふうに思いました。これからもよろし

くお願いします。 

 ４番ですが、久慈市議会だよりの企画で、議員と子

育て中のお母さんとの話し合いの場で出た要望がこの

２つのことでした。 

 偶然、お母さんたちは久慈市出身じゃなくて、転勤

とか結婚を機に久慈市にいらしたということで、近く

にお父さん、お母さんもいないし、親戚の方もいない

と。だから、自分自身がぐあい悪くなったとき、ＳＯ

Ｓの出しようがないということで、そういうことでし

た。でも、教えていただいて、すごくたくさんのとこ

ろが対応してくださっているというのがわかりました

ので、それをお話ししていきたいと思います。 

 情報を、そうすれば、子育て支援センターさんのと

ころとかで聞けばわかるようになっておりますか。 

○副議長（桑田鉄男君）  和野生活福祉部長。 

○生活福祉部長（和野一彦君）  いろいろの情報誌は

ございますけども、そういうふうな情報をまとめたも

のを、子育て支援センターなり、あるいは必要な箇所

に配置するような工夫はしてまいりたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。 

 同じ項目の２つ目の、実は、お母さんのちょっとし

た息抜きや用足しの間にという話があるんですけど、

これは自分がいないときに家事をやってもらうという

意味でもありますし、この人たちは久慈の人じゃない

ので、久慈のことを知りたいし、それから、若くて１

人目の子供だったりすれば、子供をどう育てていいか

とか、そういうことも相談できるような久慈の年配の

子育て経験したようなお母さんたちが、もし、こうい

う家事代行とかをやってくださるのであれば、本当に

そこに頼りたいなという気持ちで話された文章であり

ました。もし、何かの機会に考えるところがあれば、

よろしくお願いしたいと思います。 

 では、次に５番目に、災害に強いまちづくりなんで

すけれども、市長さんから、久慈川の中の橋より下流、

それから、上の橋よりも上流の作業も順次取り組む予

定だと県から聞いているというお話だったんですが、

実は、地域の方から相談をされまして、久慈の川の上

流がとても心配だということを、その方はおっしゃっ

ていて、何がと言ったら、流木がごろごろころがって

いると。 

 午前中の話もありましたし、きのうの話でもあるん

ですけど、それがまた、雨降って流されたら同じこと

が起きるだろうということで、せめて、その上流の河

床にある流木を、橋げたに引っかからないぐらいの長

さにまず切ったらどうだろうというようなお話なんで

すね。そういう方法もあるんじゃないかと。ボランテ

ィアを募ってもいいだろうし、県がすぐ動けないよう

であればということなんですが、そういう可能性とい

うのはありますでしょうか。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  久慈川の上流のほうにあ

れば、久慈渓流とかのことなのかなと想定してました
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が、支障になるものについては撤去していくという河

川管理者の話でございますので、今の提案も、確かに、

撤去しましてそれを処分するとかって、いろいろ経費

もかかるわけですが、小さめに切るというのも一つの

策かなと思いますので、その辺も河川管理者のほうに

お伝えしてみたいと思います。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  どうもありがとうございます。 

 これで終わりではなく、順次取り組むという県の方

針でやっていただければ、すごくいいなと思います。 

 ③の被災した個人所有の橋のことなんですけれども、

山根のほうに行ってみましたら、中流で流された橋は、

金属製のパイプで、応急的に橋をつくって、そこを利

用してらっしゃる方たちがいました。 

 それから、霜畑に行きました。そしたら、個人所有

かどうか、ちょっとあれなんですが、霜畑営農研修館

という建物があるんですけど、そのすぐそばの橋なん

ですけど、それは実は、宅地じゃなくて墓地に行く道

路だったんですね。 

 流されたまんまになってまして、そばに座っていた

おじいちゃんに話聞いたら、いや、納骨できなくて困

ってた。２人分持ってたという話もありました。その

橋の復旧の見通しがわかれば教えてください。 

○副議長（桑田鉄男君）  鹿糠沢山形総合支所長。 

○山形総合支所長（鹿糠沢光夫君）  ご質問のありま

した場所は、実は、河川の工事が予定されると聞いて

おります。その工事の進捗状況を見ながら、仮設の橋

になるのかどうか、対応は市のほうでもやってまいり

たいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございます。 

 ６番目です。駅前の地下道の改修ですけれども、ど

んな状態かなと思って見に行ったら、ちょうど、市の

土木課の方が来て、浮いているタイルに印をつけて、

どれとどれが浮いているかとかというふうにしてやっ

てましたんですけれども、維持補修という形で工事は

進むというふうに理解してよろしいですか。 

○副議長（桑田鉄男君）  滝沢建設部長。 

○建設部長（滝沢重幸君）  今のタイルのほうの補修

を、引き続きやっております。それが維持補修の分で

すが、大きい意味で言いますと維持補修になるわけで

すが、例えば、天井のはがれている部分の補修は、直

営とか少額内示補修費ではできない範囲になってます

ので、それについては、久慈の補助事業を導入して、

土木施設の延命ということで、いろいろ取り組んでい

るわけですが、まず、その計画の中でやっていきたい

と思っております。 

 後、照明につきましても、普通、球切れの交換とか、

そういったものはこれまでもやってきたつもりなんで

すが、33年経過しておりまして、もう灯具も古くなっ

て交換の範囲を超えているということで、これを機会

にＬＥＤ化を検討して、一掃一新したいなというふう

に考えております。今、財源確保に努めているところ

でございます。 

○副議長（桑田鉄男君）  １番豊巻直子さん。 

○１番（豊巻直子君）  ありがとうございました。 

 照明が壊れていて、薄暗くて、やっぱり、ちょっと

危ないなという感じがしましたので、取り組んでいた

だいてありがとうございます。 

 それでは、入学準備金についてです。 

 きのうの小野寺議員への答弁で、中学校は２月末の

支給済で76名、それから、小学校にも触れられていて、

これから検討ということだったので、小学校もランド

セルとか、いろいろ買いそろえるものが多くて、ただ、

収入の多分、確定が難しいということで、保育園等に

協力してもらいながらやらなきゃいけないと思うんで

すけれども、大変だと思いますが、どうぞよろしくお

願いしたいと思います。ありがとうございます。 

 あと、久慈市教育委員会衛生委員会についてという

ことなんですけれども、昨年の末に計画を立てられて、

そして１年間、ずっと時間外労働の労働時間の把握と

か、それから教育委員会衛生委員会の立ち上げ、あと

各学校への労働安全衛生法の周知、本当に粘り強く取

り組まれてきたなというふうに思います。敬意を表し

ます。ありがとうございます。 

 80時間以上の人数と100時間以上の人数なんですが、

これを調査したのが１月の分ということですね。１月

というのは冬休みかかっておりまして、多分、これは

超勤が出ない月、ほかの月をここで聞いてもいいかど

うか、ちょっとわかんないんですけど、まず、80時間

を超えた場合、どのように指導するかということにつ

いて、加藤教育長がお話ししてくださったような指導

がなされているということで、とてもよかったなとい
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うふうに思います。 

 １分を切ってしまいました。実は、ほかの市町村の

教育委員会の衛生委員会も参考にしながらこれからの

ことを考えてみるというお話もありましたので、ひと

つ奥州市で行われている内容についてお話をさせてく

ださい。 

 奥州市の教育委員会衛生委員会では、時間外労働の

把握をした後、時間外労働の原因について分析をして、

各学校で削れる仕事の洗い出し作業の取り組みをやっ

ています。奥州はできて５年目ですけれども、それを

受けて、各学校でも具体的に仕事の削減に取り組んで

いるということでした。これからもまた、どうぞよろ

しくお願いいたします。終わります。 

○副議長（桑田鉄男君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（桑田鉄男君）  以上で、本日の日程は終了

いたしました。３月17日の本会議の会議時刻は、諸般

の事情により、午後１時30分といたします。 

 本日はこれで散会いたします。 

    午後３時56分   散会   
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